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出
席
者
全
員
で
秋
田
県
民
歌
を
斉
唱

只見川の上流 田子倉湖に朝日が昇る

まるびちゃん

文督じ なぎ

大仙市誕生10周年記念式典で栗林市長の式辞(大曲市民会館)
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平成27年 (2015年)8月

秋田県特日J識培晨産物認証

内
城
菌
パ
ワ
ー
で

こ
だ
わ
り
の

有
機
米

『ア
キ
タ
コ
マ
チ
』

安
全

・
安
心

食
感
が
自
漫

ア
キ
タ
コ
マ
チ
は

今
年
も

沃

↑
じ
え
た
仙
北
平
野
で

順
調
に

育

っ
て
い
ま
す
。

＊
内
城
菌
農
法

画
期
的
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
内
城
菌
は
、

従
来
厄
介
者
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
食
物
、

魚
肉
、
野
菜
等
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
、
有
機

肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
こ
れ
で

土
壌
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
植
物
は
栄
養
分
を

吸
収
し
易
く
な
り
、
こ
こ
に
有
機
肥
料
に
よ

る

「内
城
菌
農
法
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

生
産
者
佐
藤
久
男
氏
の
こ
だ
わ
り
は
、
こ

の
肥
料
を
使

っ
て
生
産
す
る
安
全

・
安
心
の

有
機
米

『
ア
キ
タ
コ
マ
チ
』
で
す
．

〓鷲
鷲経摯一舞
輩

一一一一一一一棒一一繹磋一

有1機米

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614

◆販売量に限りがございます。売切れの節はご容赦願います。

今年も「こだわりのアキタコマチ」は、刈取り後の10月 から販売を開始します。
ただいま新米の予約ご注文も受け付けております。どうぞご用命ください。

〒014¨0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男
電帽舌0187(66)1702   Fax01 8 7(62)5614

特別栽培こだわり米 5 kg11ミ 10 kg4撻 25 kgl,軽

①減農薬 化学肥料不使用
(内城菌有機肥料のみ散布土壌)

3,000円

(    イ回)
5,000円

(    個)
11,500円

(    イ固)
送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 400円

②減農薬 化学肥料40%使用
(内城菌有機肥料+化学肥料散布土壌)

2,300円

(    個)
3,800円

(    個)
9,000円

(    個)
送料ご負担分 1袋 200円 1袋 200円 1袋 400円

ご注文合計数 ( 個 ) ( 個 ) ( 個 )

品物 十送料合計 円 円 円

お名前⇒ *新米ご予約の方は○印⇒ □

ご住所⇒  〒

電 話⇒
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市広報「だいせん日和」から書
■:il■‐■           ‐■■■|||111::|||::|:|||,=1111i::1111111111警 |■ 111::::=::11

スポーツで

輝け「だいせん」 !

走
り

の
基
本
は
、
配
目

筋
を
真

っ
直
ぐ
伸
ば
し
て

走
る
こ
と
。

ス
タ
ー
ト
の

と

き

は
両
足

に
体
重

を

か
け
よ
う
」
。
大
仙
市
南

外

地

域

出
身

で
、

ア

テ

ネ
五
輪
陸
上
競
技

（
４

×

４
０
０
リ
レ
ー
）
代
表

の

伊
藤
友
宏
さ
ん
は
子
ど
も

た
ち
を
前
に
こ
う
話
し
ま

し
た
。

５
月
１０
日
、
花
館
運
動

公
園
グ
ラ
ン
ド
。
太
陽
が

薄
曇
り

の
空

の
向

」ゝ
う
に

隠
れ
、
時
折
り
小
雨
が
降

る
生
憎
の
天
気
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ヨ

生
寸
賞
を
と

り

た

い
Ｌ

野
球

や
サ

ッ

カ
ー
で
も

っ
と
活
躍
し
た

い
」
―

　
そ
ん
な
思

い
を

胸
に
、
集
ま

っ
た
子
ど
も

た
ち

と

そ

の
保
護

者

は

約
１
１
０
人
。
子
ど
も

た
ち
は
「
か
け

っ
こ

の

プ

ロ
」
か
ら
手

ほ
ど
き

を
受
け
な
が
ら
楽
し
げ

に
芝
生

の
上
を
思

い
っ

き
り
走
り
、
思

い
っ
き

り
跳
び
ま
し
た
。

（
以

下
略
）
＝
「
だ

い
せ
ん
日

和
」
７
月
号
よ
り

子どもたちに走り方を指導する

アテネ五輪代表の伊東友広さん

◆
第

６
回
　
東
京
で

″
大
山

の
花
火
ク
を
観
る
会

賢
木
新
悦
さ
ん
の
講
演

・
高
階
光
義
さ
ん
制
作
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
熱
唱
カ
ラ
オ
ケ
大
会

◆

エ
ッ
セ
ー
　
夏
が
来
た
！
　
大
山

の
季
節

田
村
将
悟
（大
仙
市
も
の
づ
く
り
課
主
任
Ｙ

辻
　
卓
也
（土
屋
館
衆
代
表
）
。
大
釜
茂
環
（首
都
圏
大
山
会
会
長
）

◇

大

仙
市

ま

ち

づ

く

り

課

を

新

設

課
長
に
口同
橋
正
人
氏
就
任

◇
大
仙
市
で
活
躍
す
る
企
業
訪
問
シ
リ
ー
ズ
①

上
フ
ッ
ク
Ｑ
ア
イ
ー
ゼ
ル
エ
ィ
ン
ン
廻
り
部
品

株
式
会
社
　
秋
田
ル
ミ
ナ

19  1014

第
８９
回
全
国
花
火
競
技
大
会

大
曲
の
花
火

―

創
造
花
火
新
た
な
５０
年
へ
船
出
の
年
　

賢
本
　
新
悦

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
１９
号

目

　

次

大
仙
市
広
報

「だ
い
せ
ん
日
和
」
７
月
号
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
で
輝
け

「だ
い
せ
ん
」
１
　
３

応
援
し
て
ま
す
―
大
曲
出
身
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
　
２６

「森
と
水
の
調
べ
」
都
わ
す
れ
の
記
念
音
楽
会
　
１８

会
員
の
ひ
ろ
ば
　
朱
華

・
黒
皮
羽
生
　
２７

ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
案
内
　
２２

編
集
後
記
　
２７

,く

'ズ人

カ
メ
ラ
紀
行
　
残
雪
と
新
緑
を
求
め
て

（田
子
倉
ダ
ム
湖
を
訪
ね
ι
　
齊
藤
　
貞
助

表
紙
写
真
撮
影

大
仙
市
役
所
、
斉
藤
貞
助
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平成27年 (2015年)8月

オープニングを飾つた祝祭日弦楽 5重奏団

大
仙
市
誕
生
１０
周
年
を
祝
う
！

大
山
市
な
ど
８
市
町
村
が
合
併
し
、
大
仙
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
平
成
１７
年
３
月
２２

日
で
し
た
。
今
年
は
誕
生
し
て
１０
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
今
年
３
月
２２
日
、
大

山
市
民
会
館
で
記
念
式
典
が
開
か
れ
多
く
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
首
都
圏
で
活

動
す
る
各
ふ
る
さ
と
会
も
招
か
れ
、
首
都
圏
大
曲
会
か
ら
は
大
釜
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
、
市
の
新
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
披
露
、
神
奈
川
県
座
間
市
と
の
友
好
交
流
都
市
協
定
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふるさとを愛し 緑の山河を守り
美しいまちをつくります伏価購章より

ビ
Ｆ
ｂ
λ

大曲市民会館は、誕生10周年を祝う市民で埋め尽くされた
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こ
の
日
大
仙
市

一
帯
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
雪
国
の
春
先
ら
し
い
乾

燥
し
て
透
明
感
溢
れ
る

一
日
と
な

り
ま
し
た
。
会
場
の
大
山
市
民
会

館
に
は
約
七
五
〇
名
の
市
民
が
参

新
し
い
大
仙
市

マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
ま
る
び
ち
ゃ
ん
」
を
真
ん
中
に
、

友
好
交
流
都
市
協
定
を
締
結
し
た
栗
林
次

美
大
仙
市
長
と
神
奈
川
県
座
間
市
の
遠
藤

三
紀
夫
市
長

加
し
ま
し
た
。

式
典
の
オ
ー
プ
エ
ン
グ
は

「祝

祭
日
管
弦
５
重
奏
団
」
に
よ
る
演

奏
に
続
い
て
、
出
席
者
全
員
に
よ

る
大
仙
市
民
歌
の
斉
唱
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。

モ
ー
ニ
ン
グ
の
正
装
で
身
を
同

め
た
栗
林
市
長
は
式
辞
で

「
こ
の

１０
年
は
基
礎
固
め
か
ら
発
展
し
て

成
熟

へ
、
市
民
と
と
も
に
歩
ん
で

来
た
」
と
振
り
返
り
、
で
」
れ
ま

で
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
築
い

て
き
た
成
果
を
礎
に
、
新
た
な
総

合
計
画

・
自
治
基
本
条
例
、
そ
し

て
ま
ち
づ
く
り
の
理
想
と
決
意
を

込
め
て
、
市
制
５
周
年
に
制
定
し

た
市
民
憲
章
の
も
と
、
市
民
が
誇

り
と
責
任
を
も

っ
て
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
『人

が
活
き
人
が
集
う
夢
の
あ
る
田
園

交
流
都
市
』
が
実
現
で
き
る
よ
う

市
民
の
皆
さ
ま
と
歩
み
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
１０

年
の
展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
の
発
展
に
当
た
り

各
分
野
で
功
績

の
あ

っ
た
８
個

人
・１
団
体
を
表
彰
。
士本
術
・文
化
。

ス
ポ
ー
ツ

・
学
術
な
ど
の
分
野
で

市
民
の
誇
り
と
な
る
活
躍
を
し
、

広
く
親
し
ま
れ
て
市
の
名
声
を
高

め
る
活
躍
を
さ
れ
た
２
人
の
方
に

市
民
賞
、
各
分
野
で
優
れ
た
功
績

を
収
め
た
３
個
人

・
１
団
体
に
特

別
賞
、
そ
し
て
各
分
野
で
市
の
発

展
に
貢
献
し
た
Ｈ
個
人

・
５
団
体
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大仙市が誕生した平成17年 3月 22

日に生まれた (写真左から)賢木秀色

(さかきひいろ)くん、柿崎綾夢 (り

む)くん、伊藤飛翔 (つばさ)くん (「大

仙市誕生10周年記念誌」より)

大仙市誕生10周年の式辞を述べる栗林市長

成果を礎に次のステージヘ
栗林市長式辞 市民と協働で更なる推進

「秀麗無比なる鳥海山よ 狂瀾吠え立つ男鹿半島よ～」 10周年を祝い会場を埋め尽くした
市民たちは、全員声を合わせて秋田県民歌を歌つた

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
を
代
表
し
て

教
育
功
労
で
表
彰
を
受
け
た
信
田

健
さ
ん

（西
仙
北
）
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

続
く
第
２
部
は
、
進
行
役
の
お

手
伝
い
役
と
し
て
、
大
仙
市
誕
生

と
同
じ
日
に
誕
生
し
た
賢
木
秀
色

（さ
か
き
ひ
い
ろ
　
大
山
小
）
く

ん
、
柿
崎
綾
夢

（か
き
ざ
き
り
む

東
大
山
小
）
く
ん
、
伊
藤
飛
翔

（
い
と
う

つ
ば
さ
　
西
仙
北
小
）

く
ん
の
３
人
が
登
場
。
和
や
か
な

雰
囲
気

の
な
か
、
新
し

い
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「ま
る
び

ち
ゃ
ん
」
の
発
表
と
考
案
者
の
中

田
結
音
さ
ん

（大
曲
中
）
の
表
彰

で
始
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
３
月
２‐
日
に
締
結
さ
れ

た
神
奈
川
県
座
問
市
と
の
友
好
交

流
都
市
協
定
の
報
告
が
あ
り
、
座

間
市
遠
藤
三
紀
夫
市
長
が
大
仙
市

誕
生
１０
周
年
と
協
定
締
結
を
祝

っ

て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
広
報
写
真
で
１０
年
を
振

り
返
り
、
各
地
域
の
伝
統
行
事
や

風
景
、
市
民
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
か

ら
市

に
対
す
る
今
後

の
思

い
や

期
待
を
伝
え
る
映
像
を
上
映
し
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
ヘ
向
か
い
ま
し
た
。

最
後
は
出
席
者
全
員
で
秋
田
県

民
歌
を
合
唱
し
、
次
の
１０
年
に
向

け
て
、
で
ビ
」
ろ
を

つ
な
ぎ
希
望

に
み
ち
た
未
来
の
創
造

へ
」
勇
躍

踏
み
出
し
ま
し
た
。
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発
展

・
振
興
へ
の
尽
力
讃
え

大
仙
市
は
３
月
２２
日
午
後
２
時
か
ら
、

市
誕
生
１０
周
年
の
祝
賀
式
典
を
挙
行
し
ま

し
た
。
式
典
に
お
い
て
、
市
の
振
興

。
発

展
に
功
績
を
上
げ
た
個
人
や
団
体
に
、
功

大仙市 10年

「大
仙
市
功
績
者
」
と
し
て
表
彰

労
賞
、
市
民
賞
、
感
謝
状
を
贈
り
功
績
を

讃
え
ま
し
た
。
夕
方
５
時
か
ら
は
大
曲

エ

ン
パ
イ
ア
ホ
テ
ル
で
、
栄
誉
を
称
え
る
祝

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
文
化
、
地
域
医
療
、
産
業
振
興
な
ど

蛯

受
賞
者
を
囲
む
祝
賀
会
に
は
栗

林
市
長
を
初
め
、
功
績
を
讃
え
表

彰
を
さ
れ
た
方
々
や
多
く
の
市
民

が
出
席
し
ま
し
た
。
受
賞
者
入
場

に
続
き
挨
拶
に
立

っ
た
栗
林
市
長

は
、
こ
の
１０
年
間
を
振
返
り
な
が

ら
多
く
の
方
々
の
努
力
を
讃
え
、

今
回
表
彰
を
受
け
た
人
々
、
団
体

の
功
績
に
深
甚
の
謝
意
を
示
す
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
大
仙
市
の

発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
引
続
き
大
野
忠
右
衛

門
秋
田
県
会
議
員
を
初
め
各
界
代

表
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
を
祝
う
乾
杯
の
発
声
は
、

首
都
圏
大
山
会
の
大
釜
茂
環
会
長

が
務
め
ま
し
た
。
東
京
で
聞
く
元

気
な
大
仙
市
の
様
子
を
話

し
、
地
元
と

一
緒
に
な

っ

て
大
仙
市
の
発
展
に
協
力

し
た
い
と
話
し
、
高
ら
か

に
乾
杯
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
記
念
式

典
で
、
教
育
功
労
者
と
し
て
受
賞

し
た
信
田
健
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
信
田
さ
ん
は
旧
西
仙
北

町
の
出
身
で
す
が
、
大
仙
市
初
代

の
教
育
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、

教
育
行
政

の
基
礎
づ
く
り
に
貢

献
、
本
市
の
教
育
振
興

へ
の
寄
与

が
受
賞
の
理
由
で
す
。

今
回
の
受
賞
者
は
、
地
域
医
療
、

商
工
業
、
教
育
文
化
、
芸
術
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
多
彩
な
分
野

に
わ
た
り
ま
す
。
地
味
な
が
ら
地

域
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
、
営
々

と
培

っ
て
て
き
た
数
々
の
成
果
か

ら
、
そ
こ
に
大
仙
市
の
奥
深
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
根
源
を
見
る
思
い
が

し
ま
し
た
。

栗林次美大仙市長

大野忠右衛門県会議員
′パイ/~ホテル)

富岡喜芳市議会副議長首都圏大曲会 大釜茂障会長による乾杯の発声

さすがに民謡の国 力が入る民謡と踊りのステージ
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大儘南マスコツトキヤラクター

まるぴちやん
よみ
ろん
しな
く
な
ヽ

中田結音さんの作品
『ふるさと大曲』19

号の表紙にカラーで

掲載しました。

大仙市の中学生議会で、「大仙市のマスコツトキャラクターを作つてはど

うか」と提案がありました。そこで大仙市の中学生からマスコツトキヤラ

クターを募集したところ、市内9つの中学校 528名の生徒から、535作

品の応募がありました。審査の結果、最優秀作品 1点、優秀作品 6点と、

入賞 14点が決定しました。最優秀賞 中田結音さん (大曲中学校)優 秀
賞 富樫美生さん (大曲中学校)大屋敷美緒さん (大曲南中学校)佐々木
光さん 。嵯峨麗夏さん 藤林奏羽さん (以上西仙北中学校)佐々木梨那さ
ん (協和中学校)

元
気
で
か
わ
い
い

ま
る
び
ち
ゃ
ん

誕
生
！

ヽ

＼

、

☆ まるびちやんプロフイー′L
大仙市といえば「花火Jと いうこ

とから、全体的に花火玉をイメー

ジした丸い体型となつています。

冬季には多くの積雪があるため

雪を連想させる白色を基調として

います。頭には大仙市市章、首に

は大仙市の花「コスモス」をあし

☆

らつた刈和野の大綱引きの綱をモ

チーフとしたマフラーを巻き、背

中には市の鳥「カワセミ」と「未

来へとはばたく大仙市」という願

いを込めて羽があります。

そして、頬には花火が輝きます。

受賞者の功績を讃えて大勢の参力]を得た祝賀会(大曲工〕

Jr大 曲商工会議所
会頭 佐々木 繁治

〒014-0016 秋田県大仙市若竹町33番 7号

TEL 0187-62-1262 FAX 0187-62-1265
URL http://www.obako.or.jp/kaigaisho/

艶
や
か
な
手
踊
り
が
添
え
ら
れ
て
、
祝
智
（会

は
い
ち
だ
ん
と
華
や
ぎ
会
場
は
盛
り
上
が
る

祝
賀
会
で
は
、
甲
子
園
初
出
場

の
大
曲
工
業
高
校
野
球
部
を
讃
え

る
話
題
も
賑
や
か
で
し
た
。

確
か
に
入
場
式
に
お
け
る
堂
々

た
る
選
手
団
の
行
進
は
、
見
て
い

て
血
の
た
ぎ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
躍
進
す
る
大
仙
市
の
勢
い
を

そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
、
甲
子
園

の
地
で
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と

話
し
て
い
る
う
ち
に
、
胸
に
熱
く

迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

選
手
団
に
あ
や
か
る
如
く
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
芸
術
振
興
で
感
謝

状
を
受
け
た
佐
藤
令
昌
さ
ん
、
佐

藤

エ
イ
子
さ
ん
社
中
の
民
謡
や
踊

り
が
賑
や
か
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

民謡の盛んな大仙市、若い女性の歌

い手さんに「さすが大仙 !」

祝福の拍手を受けて受賞者が入場した



匿亜∃東京で“六曲の花火"を観る会

参加者多く 熱唱のカラオケ大会

大
山
に
は
大
山
と

い

う
土
地
の
風
土
や
人
情

な

ど

に
よ

っ
て
生

ま

れ
、
育
ま
れ
た
文
化
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の

古
里
大
曲
で
、
そ
の
最

た
る
も

の
は
何
と
言

っ

て
も

″
大
曲

の
花
火

ク
会
場
案
内

）状
咄
０
礎

――‐火
‘
■
●
“
て
話
そ
う

大
曲
商
工
会
議
所
副
会
頭

佐
藤
主
事
（写
真
右
）
と
左

の
写
真
は
大
仙
市
の
近
況

を
説
明
す
る
高
橋
参
事
（現

企
画
部
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

年
以
上
を
経
過
し
、
戦
争
な
ど

で
中
止
の
年
を
外
し
て
も
昨
年

は
８８
回
め
の
大
会
．
伝
統
を
感

じ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
こ
の
会
も
６
回
日
を

数
え
、
特
に
今
回
は
商
工
会
議

所
副
会
頭
で
大
曲
花
火
倶
楽
部

顧
間
、
本
誌
で
も
大
曲
の
花
火

に
つ
い
て
色
々
解
説
を
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
賢
木

新
悦
さ
ん
の
特
別
講
演
が
組
み

賢
木
新
悦
さ
ん
の
講
演
が
好
評

日
本

一
い
や
世
界
で

一
番
誰

も
が
認
め
る
大
山
の
花
火
。
現

地
で
こ
れ
を
見
ら
れ
な
か
っ
た

会
員
の
た
め
に
、
首
都
圏
大
曲

会
冬
の
定
例
行
事
と
し
て
開
催

す
る
イ
ベ
ン
ト

「東
京
で
大
曲

の
花
火
を
観
る
会
」
。
そ
れ
な

ら
カ
ラ
オ
ケ
も

一
緒
に
楽
し
ん

じ

ゃ
え
と
始
め
た
こ

の
会
。
昨
年
は
豪
雪

で
、
雪
を
漕
ぎ
、
長

靴
で
参
加
す
る
散

々

な
思

い
を
し
ま
し
た

が
、
今
年
開
催

の
２

月
２‐
日
は
春

の
兆
し
す
ら
感
じ

る
穏
や
か
な
日
で
し
た
。

今
回
は
大
山
商
工
会
議
所
副

会
頭

の
賢
木
新
悦
さ
ん
の
講
演

「
大
山

の
花
火

に

つ
い
て
話
そ

う
」
が
新
た
に
加
わ
り
大
好
評

で
し
た
。

大
山

の
花
火
が
始
ま

っ
て
百

ギ
Ｌ

大釜会長 歓迎の挨拶

ユーモア交えて賢木冨」会頭

-8-

込
ま
れ
ま
し
た
。

大
平
洋
戦
争
を
間
に
し
て
約

百
年

の
歴
史
を
有
す
る
大
曲

の

花
火
。
そ
の
間
、
創
造
花
火
を

発
案
し
、
数

々
の
偉
業
を
推
進

し
て
、
大
山

の
花
火
中
興
の
祖

と
言
わ
れ
る
佐
藤
勲
さ
ん
の
話

な
ど
を
交
え
、
賢
木
さ
ん
の
お

話
は

ユ
ー
モ
ア
の
中
に
も
感
銘

深

い
も

の
で
し
た
。

花
火
弁
当
に
秋
田

銘
酒
を
取
り
寄
せ

大
仙
市
役
所
か
ら
企
画
部
総

合
政
策
課

の
高
橋
正
人
参
事

（現
ま
ち
づ
く
り
課
課
長
）
と

佐
藤
淳
哉
主
事
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
高
橋
参
事
か

ら
は
、
二
月
の
誕
生
十
周
年
を

迎
え
る
大
仙
市

の
近
況
と
し

て
、
開
発
が
進
む
大
山
通
町
地

区
再
開
発
事
業
の
進
行
状
況
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
話
が
あ
り
まこの二人は大曲中学校同級生

今
年
も
に
し
せ
ん
ぼ
く
会

の

み
な
さ
ん
な
ど
、
他

の
ふ
る
さ

と
会
か
ら

の
参
加
と
と
も

に
、

『
ふ
る
さ
と
大
山
』

の
表
紙
広

告
で
お
馴
染
み
の

「
夏
瀬
温
泉

都
わ
す
れ
」

の
佐
藤
京
子
女
将

や
、
総
会

の
参
加
記
念
品
と
し

て

「
こ
だ
わ
り
の
ア
キ
タ
コ
マ

チ
」
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
大

仙
市
高
関
の
佐
藤
久
男
さ
ん
も

参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
一象
雪
の

昨
年
と
は
違

っ
た
賑
や
か
な
花

火
観
賞
会
で
し
た
。

花
火

の
映
像
は
、
こ
れ
ま
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
に
替
え
た
こ
と
に
こ

と
に
よ
り
、
き
わ
め
て
シ
ャ
ー

プ
な
映
像
に
な

っ
た
と
喜
ば
れ

ま
し
た
。
花
火
弁
当
や
大
曲
か

ら
直
接
取
り
寄
せ
た
秋
田
銘
酒

に
も
参
加
者

は
大
喜

び

で
し

た
。カ

ラ
オ

ケ

が

始

ま

る
と
、

笑顔がこばれる音なじみ



彰く
，́
ラく
、Ｌ
Ｉ
ｃ
卜ｋ
卜
”
絆
だ
０

あ
り
ま
せ
ん
。
大
曲
会

に
も
、
大
曲
を
離
れ
て

既
に
何
十
年
経

っ
た
と

い
う

人

は
大

勢

い
ま

す
。
そ
の
方
々
の
思

い

出

の
中
に
も

″
大
曲
の

花
火
″
の
存
在
は
じ

つ

に
確
か
な
も

の
が
あ
り

ま
す
。

司会の大友副会長

参力0者全員が揃つて笑顔の絶えない東京中良野会のみなさん

待

っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
歌

う
希
望
者
は
後
を
絶
た
ず
、
年

代
相
応
の
歌
謡
曲
あ
り
民
謡
あ妙乃湯の佐藤女将も特別参加

り
ｃ
こ
の
大
会

の
た
め
に
練
習

を
積
ん
だ
人
も
多
か

っ
た
ょ
う

で
す
。
第
６
回
に
し
て
、
仲
間男前が 5人揃いました

た
ち
が
呼
び
か
け
あ

っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ

っ
た
東
京

・
中
良

野
会

の
よ
う
に
、
大
山
会
を
支

え
て
く
だ
さ
る
会
員
が

い
て

一

層
充
実
し
て
来
た

「大
曲
の
花

火
を
観
て
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む

会
」
で
す
。　
　
　
　
　
　
（０
）高階さん(中 )嬉しそうですね

-9-

『ふるさと大曲』第 19号

映
像
を
見
な
が
ら
解
説
を
す
る

Ｄ
∨
Ｄ
制
作
の
高
階
光
義
さ
ん

「なつかしの大曲慕情」

望郷の思いは今も尽きなく…

ふ
る
さ
と
偲
ぶ
映
像

感
動
す
る
人
が
多
く

昨
年
こ
の
会
で

「
わ
が
青
春

・
大
曲

そ
し
て
東
京
」
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
発
表
し

た
高
階
光
義
さ
ん

（大
山
会
会
員
）
が
、

今
年
の
会
で
も

「
な
つ
か
し
の
大
山
慕

情
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
第

一
幕

「
写
真
集
」
、
第

二
幕

「
望
郷
」
、
第
三
幕

「
お
お
ま
が

り
慕
情
」
と
３
幕
に
よ
る
構
成
で
す
。

第

一
幕
は
、
地
元
の
写
真
家
大
野
源

二
郎
さ
ん
の
写
真
集
か
ら
、
昭
和
２０
年

か
ら
３０
年
代
を
振
返
り
、
第
二
幕
の
望

郷
編
と
と
も
に
、
懐
か
し
い
あ
の
頃
の

大
曲
が
目
の
前
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

第
二
幕
は
お
馴
染
み
の
黒
皮
羽
生
さ

ん
の
作
詞
曲

「
お
お
ま
が
り
慕
情
」
を

バ
ツ
ク
に
流
し
、
丸
子
橋
界
隈
が
情
緒

感
豊
か
に
表
現
さ
れ
、
見
る
人
の
目
を

し
つ
と
り
と
奪

い
ま
す
。

大
曲
の
シ
ン
ボ
ル
は
街
の
西
方
に
形

よ
く
連
な
る
西
山

一
帯
、
特
に
丸
子
橋

か
ら
見
る
大
平
山
は
、
優
し
い
母
の
面

影
す
ら
感
じ
ま
す
。
高
階
さ
ん
は
来
年

の
会
ま
で
望
郷
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
再
度
作
成

し
、
今
年
同
様
こ
の
会
で
発
表
し
た
い

と
話
し
て
い
ま
す
。

鰊 罐 鶴 趙

高階光義さん制作のDVD

なつかしの画面に見入る参カロ者たち

|  ｀
|  ご利燿をお待ち中し上げます。

大曲エンパイヤホテル
14-0015 秋田県大‖J市大曲白金町8番 17号
0187-63-1131 Fax 0187-63-1541
じRt htt,■ /oeぃ,re coml
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■
エ
ツ
セ
ー

夏
が
来
た
！

大
山
の
季
節

微
か
な
風
に
乗

っ
て
流
れ

来
る
遠
い
祭
囃
子
の
音
。

西
山
に
真

っ
白
な
雲
が
浮

か
ん
で
い
る
。
青

い
穂
が
日

立
ち
始
め
た
稲
田
の
上
を
風

が
走
る
。
雄
物
川

の
水
が
眩

し
く
光

っ
て
大
山

の
夏
。
も

う
す
ぐ
花
火
が
や

つ
て
く
る
。

百
間
は

一
見
に如
か
ず

田

村

将

悟

（大
仙
市
ま
ち
づ
く
り
課
主
任
）

今
年
、
私

の
母
校
で
あ
る
大
曲

工
業
高
校
が
春

の
甲
子
園
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
私
は
陸
上
部
で

し
た
が
陸
上
競
技
場
と
野
球
場
は

隣
で
し
た
の
で
、
野
球
部
が
毎
日

ど
の
部
活
よ
り
も
遅
く
ま
で
練
習

し
て
い
た
の
が
記
憶
に
残

っ
て
い

ま
す
。
県
内

で
は
強
豪
と
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
な
か
な
か
甲
子
園
出
場

が
叶
わ
な
か

つ
た
本
校
の
初
出
場

と
初
勝
利
に
は
Ｏ
Ｂ
は
も
ち
ろ

ん
、
大
仙
市
民
や
県
外
に
い
る
市

出
身
者
も
沸
い
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
年
の
首
都
圏
大
曲
会
総
会

で
も
、
そ
の
話
で
大
い
に
盛
り
上

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
昨
年
、
昨
年
と
会
場
の
後
方

か
ら
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
拝
見
し
て

お
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
か
ら
離

れ
た
土
地
で
、
同
郷
の
人
間
と
語

り
合
う
こ
と
は
何
事
に
も
代
え
難

い
楽
し
い
時
間
だ
ろ
う
な
と
毎
回

感
じ
て
お
り
ま
す
。

か
く
言
う
私
も
、
十
九
歳
か
ら

三
十
歳
ま
で
の
十

一
年
間
、
大
仙

市

（生
ま
れ
は
旧
中
仙
町
で
す
）

を
離
れ
て
い
ま
し
た
。
自
ら
の
生

ま
れ
育

っ
た
土
地
を
外
か
ら
見
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
気
付
い
て
い

な
か

っ
た
数
々
の
面
を
発
見
で
き

た
り
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
う

ち
二
年
間
は
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
暮

ら
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
間
は

「大
仙
市
」
と
い
う
よ
り
、
「
日
本
」

に
対
し
て
非
常
に
多
く
の
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

と
、
現
地
の
人
が
あ
ま
り
に
も
時

間
に
ル
ー
ズ
な
の
で
、
「
日
本
人

は
何
事
も
５
分
前
行
動
を
す
る
」

と
教
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

は

「す
ご
い
―
」
と
い
つ
た
反
応

を
予
想
し
て
い
た
の
で
す
が
、
実

際
に
返

っ
て
来
た
の
は
、
「『
目
●
く

（お
も
し
ろ
い
、
こ
っ
け
い
こ

と

い
う
言
葉
で
し
た
。
良
し
悪
し
の

物
差
し
の
上
に
す
ら
無
く
、
日
本

人
の

「時
間
を
守
る
」
と
い
う
意

識
が
い
か
に
強
く
、
特
殊
な
も
の

で
あ
る
か
を
直
に
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

最
近
は
日
本
と
海
外
の
文
化
の

違
い
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
取
り

上
げ
た
り
、
芸
能
人
が
海
外

へ

行

っ
て
現
地
の
人
と
交
流
し
た
り

と
い
っ
た
テ
レ
ビ
番
組
が
よ
く
あ

り
ま
す
が
、
第
二
者
か
ら
間
接
的

に
情
報
を
与
え
ら
れ
る
の
と
、
自

分
で
実
際
に
体
験
す
る
の
と
で
は

大
き
な
違
い
が
あ
る
も
の
で
す
。

ま
さ
に

「百
聞
は

一
見
に
し
か

ず
」
を
強
く
実
感
し
た
わ
け
で
す
。

も
と
も
と
は
漢
詩

の
故
事

で
あ

っ

た
こ
の
こ
と
わ
ざ
に
は
、
後
世
で

次

の
よ
う
な
言
葉
が
付
け
加
え
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

「
百
見
は

一
考

（考
え

る
）
に

し
か
ず
、
百
考
は

一
行

（行
動
す

る
）
に
し
か
ず
、
百
行
は

一
果

（成

果
を
出
す
）
に
し
か
ず
」
、
元

々

の
こ
と
わ
ざ

の
意
味
か
ら
だ

い
ぶ

飛
躍
し

て

い
る
感

じ
も

し
ま
す

が
、
日
常
生
活
か
ら
仕
事
ま

で
、

た

い
て
い
の
こ
と
に
通
じ
る
言
葉

で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
漠
然
と
日
々
を
過
ご
し
て

し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
何
事
に
も

そ
の
先

の
目
標
を
見
定
め
た
上
で

取
り
組
み
た

い
も
の
で
す
。

（た
む
ら
　
し
ょ
う
ご
）

大
山
の
様
々
な
魅
力
を

映
画
で
世
界
に
発
信

辻
　
　
卓
　
也

⌒上
屋
館
衆
　
代
表
）

今
、
大
曲
で
は
大
山
商
工
会
議

所
青
年
部
、
花
火
通
り
商
店
街
、

大
山
納
豆
汁
旨
め
も

の
研
究
会
、

土
屋
館
衆
、
大
曲
青
年
会
議
所
と

い
っ
た
若

い
世
代

の
団
体
が
、
地

元
の
皆
さ
ん
が
和
や
か
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ま
た
次
代
を

担
う
子
ど
も
達
と
、
県
外
に
住
む

地
縁
血
縁

の
皆
さ
ま
が
、
郷
里
に

衿
持
を
持
ち
続

け

て
頂
け

る
よ

う
、
街
を

元
気

に
す

る
た
め

の

様

々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
し
か
し
全
国
に
向
け
て
本
当
に

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
広
報

・
告
知
が

出
来
て
い
る
か
、
ま
た
実
際
に
画

期
的
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い
る

か
と

い
う
と
、
未
だ
道
は
半
ば
で

す
。
決
し
て
自
己
満
足
で
終
わ
ら

ぬ
よ
う
、
価
値
あ
る
活
動
と
す
る

べ
く

日

々
精
進
を
続
け

て

い
ま

す
。花
火
だ
け
で
は
な

い
、
大
山

の

魅
力
溢
れ
る
ヒ
ト

・
コ
ト

・
モ
ノ

を
広
く
沢
山

の
方

に
知

っ
て
頂

き
、
そ
し
て
実
際
に
大
曲

へ
足
を

運
ん
で
貰
う
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
か
。
昨
年
、
偶
然

の
出
会

い
か

ら

一
つ
の
新
た
な
可
能
性
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
大
山
を
舞
台
と
し
た
映

画
を
制
作
す
る
こ
と
で
す
。
「
日
々

の
活
動

の
中
で
各

々
が
発
見
し
、

培

っ
て
き
た
地
元
の
魅
力
を
集
結

さ
せ
、
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ

映
画
を
自
分
達
で
作
り
、
全
国

・

世
界
で
公
開
し
よ
う
―
　
そ
し
て

映
画
を
宣
伝
素
材
と
し
な
が
ら
、

地
域
産
品
や
観
光
商
品
の
ブ
ラ
ン

ド
カ
を
ア
ッ
プ
し
、
県
外

・
世
界
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に
売
り
出
そ
う
―
」
と
動
き
出
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
邦
画
の
人
気

も
高
く
、
地
方
を
舞
台
と
し
た
映

画
制
作

・
観
光
誘
致
も
実
際
に
行

わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

「良
い
素
材
は
沢
山
あ
る
の
に
、

そ
の
価
値
を
見
い
だ
せ
ず
、
活
か

し
方
、
見
せ
方
、
売
り
方
が
下
手

く
そ
な
秋
田
県
人
」
と
い
う
不
名

誉
な
レ
ッ
テ
ル
を
自
ら
貼
り
替
え

る
た
め
の
カ
ン
フ
ル
剤
に
な
る
は

ず
で
す
。
そ
の
た
め
に
街
中
の
３０

代
か
ら
４０
代
の
若
手
有
志
が
出
資

し
て
、
自
分
達
の
ま
ち
づ
く
り
会

社

【ひ
な
び
大
曲
Ｌ
Ｌ
Ｐ
】
も
設

立
し
ま
し
た
。

映
画
は
あ
く
ま
で
大
曲
の
広
報

ツ
ー
ル
の

一
つ
で
す
が
、
そ
の
制

作
に
は
市
民
や
ご
縁
の
あ
る
方
々

に
ど
ん
ど
ん
参
画
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
自
分
達
の
街
の
映
画
を
自

分
達
で
作
る
と
い
う
協
働
意
識
を

醸
成
す
る
た
め
の
題
材
と
な
り
、

ま
た
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に

も
郷
里
を
誇

っ
て
も
ら
え
る
良
き

材
料
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た

【今
の
大
曲
の
姿
と
人
々

の
生
活
】
を
映
像
と
物
語
に
記
録

し
、
後
世
に
残
す
こ
と
に
も
大
変

映画で地域ブランドづくリシンポジウム |

2015年 2月 開催 大イ山市にて

な
価
値
が
あ
る
は
ず
。

経
済
産
業
省
は
地
域

を
活
性
化
で
き
る
事
業

と
し
て
注
目
し
、
併
せ

て
ご
支
援
も
戴
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
平
成

２７
年
度
は
商
品
開
発
と

拠
点
づ
く
り
、
映
画
制

作
の
準
備
、
平
成
２８
年

度
に
は
撮
影

・
編
集
、

そ
し
て
平
成
２９
年
度
の

全
国
公
開
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
首
都
圏
大
曲

会
の
皆
さ
ま
に
も
是
非

応
援
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
話
は
変
わ
り
、
今
年

の

【ご
当
地
グ
ル
メ
で

街
お
こ
し
の
祭
典

「
Ｂ

１

１
グ
ラ
ン
プ
リ
Ｌ

は
１０
月
３
～
４
日
に
青

森
県
十
和
田
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
大
曲
納
豆
汁
旨
め
も
の
研
究

会
は
、
高
菜
と
ネ
ギ
を
栽
培
し
て

く
れ
て
い
る
地
元
大
曲
農
業
高
校

の
生
徒
さ
ん
達
と

一
緒
に
、
日
頃

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
発
表
し
、

大
曲
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
国

へ
発

信
す
べ
く

「大
山
納
豆
汁
」
で
今

年
も
出
展
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
皆

さ
ま
の
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
―

（
つ
じ
　
た
く
や
）

イ
ナ
ゴ
捕
り

大

釜

茂

埠

（首
都
圏
大
曲
会
会
長
）

イ
ナ
ゴ
は

ハ
ッ
タ
ギ
、
ト
ン
ボ

を
ダ
ン
ブ
リ
と
言

っ
た
。
因
み
に

牛
は
ベ
ゴ
、
カ

エ
ル
は
ビ

ツ
キ
だ
。

戦
争
は
終
わ

っ
た
が
交
通
は
ま
だ

ま
だ
不
便
だ

っ
た
。
山
に
囲
ま
れ
、

海
か
ら
は
程
遠

い
仙
北
平
野

（横

手
盆
地
）
ま
で
は
、
海
か
ら
の
魚

介
類
や
海
藻
な
ど
は
な
か
な
か
届

か
ず
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
発
育
盛

り
の
子
ど
も
達

の
タ
ン
パ
ク
源
を

補
強
し
た
も

の
は
、
専
ら
鮒
や
鯰

な
ど

の
川
魚
と
イ
ナ
ゴ
だ

っ
た
。

細
身

の
男

の
子
が
相
撲
を
取
る
と

「
ほ
ら
、

ハ
ッ
タ
ギ
山
が
ん
ば
れ
」

と
声
が
飛
ん
だ
も

の
だ
。

奥
羽
山
脈

の
頂
き
付
近
か
ら
紅

葉
が
麓
に
下
り
て
来
る
こ
と
に
な

る
と
、
農
家
は
刈
り
入
れ
の
最
盛

期
を
迎
え
る
。
そ
の
こ
ろ
学
校
で

は
、
全
校
生
徒
が
揃

っ
て
イ
ナ
ゴ

捕
り
に
出
か
け
る
。

今
は
廃
校

に
な

っ
て
い
る
が
、

田
ん
ぼ
の
中
に
建

つ
当
時
の
長
野

町
立
鑓
見
内
小
学
校
。
全
校
生
二

百
数
名
の
小
さ
な
学
校
だ

っ
た
。

天
気
が
良
け
れ
ば
明
日
は
イ
ナ

ゴ
捕
り
と
言
わ
れ
て
、
子
ど
も
達

は
そ
れ
ぞ
れ
手
拭
い
な
ど
で
作

っ

て
貰

っ
た
袋
を
手
に
登
校
す
る
。

宣
ち

青
に
晴
れ
あ
が

っ
た
日
の

イ
ナ
ゴ
捕
り
は
、
ま
る
で
遠
足
の

日
の
朝
の
よ
う
に
楽
し
い
。
み
ん

な
張
り
切

っ
て
い
る
。
刈
り
取
ら

れ
た
田
ん
ぼ
は
広
々
と
、
遠
く
に
、

青
く
霞
ん
だ
鳥
海
山
が
美
し
い
。

子
ど
も
達
は
解
放
さ
れ
た
ク
モ

の
子
の
よ
う
に
田
ん
ぼ

一
面
に
散

り
、
イ
ナ
ゴ
と
追
い
駆
け

っ
こ
だ
。

今

の
よ
う
に
農
薬
を
使
わ
な

か
っ
た
時
代
だ
か
ら
、
イ
ナ
ゴ
は

い
つ
ぱ
い
い
た
。
ま
だ
稲
の
残
る

あ
ぜ
道
を
歩
く
と
、
び

っ
く
り
し

て
逃
げ
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う

が
、
四
方
八
方
か
ら
イ
ナ
ゴ
が
飛

び
出
し
て
く
る
。
そ
れ
を
素
早
く

手
づ
か
み
で
捕
獲
し
て
布
袋
に
入

れ
る
。
勢
い
よ
く
飛
ん
で
逃
げ
る

イ
ナ
ゴ
を
追

っ
か
け
て
、
子
ど
も

達
も
わ
い
わ
い
追
い
か
け
る
。

あ
れ
は
子
ど
も
達
に
と

っ
て
い

い
運
動
に
な

っ
た
。
夢
中
で
走
り

回

っ
て
い
る
う
ち
に
昼
が
き
て
、

お
腹
は
ぺ
こ
ぺ
こ
だ
。
学
校
に
戻

る
と
大
き
な
鍋
に
熱
湯
が
た
ぎ

り
、
準
備
が
出
来
て
い
る
。
捕

っ

た
イ
ナ
ゴ
を
百
度
の
湯
に
ぶ
ち
込

み
塩
ゆ
で
に
す
る
と
料
理
は
そ
れ

で
終
わ
り
。
今
で
こ
そ
砂
糖
で
甘

く
味
付
け
さ
れ
る
が
、
何
し
ろ
砂

糖
な
ど
は
贅
沢
品
と
言
う
よ
り
は

無
か

っ
た
の
だ
。
塩
味
の
ハ
ッ
タ

ギ
が
精
い
っ
ぱ
い
だ

つ
た
。

し
か
し
あ
の
塩
味
の
ハ
ッ
タ
ギ

が
私
た
ち
の
健
康
を
守
り
、
蛋
白

質
が
子
ど
も
達
の
身
体
を
つ
く

っ

て
く
れ
た
と
思
え
ば
、
今

で
は

ハ
ッ
タ
ギ
の
姿
が
愛
お
し
い
。

（お
お
か
ま
　
し
げ
あ
き
）

〒014-1201 秋田県仙北市田沢湖生内字黒湯沢2-1

TEL 0187-46-2214 FAX 0187-46-2280

HP http1//www kuroyu com
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平成27年 (2015年 )8月

第89回全国花火競技大会

大曲の花火
倉J造花火 新たな50年への船出

議所副会頭玲
木 新 悦

大曲商

賢

奥
羽
山
脈
の
上
に
入
道
雲
が
湧
い
て
、
田
ん
ば
に
青
い
稲
穂
が
つ
ん
つ
ん
突
き
出
て
来
る

と
、
大
曲
の
郊
外

一
帯
に
は
夏
の
気
配
が
脹
り
ま
す
。
も
う
す
ぐ
花
火
だ
と
、
街
の
子
も
郊

外
育
ち
の
子
ら
も
、
そ
の
日
の
来
る
の
を
指
折
り
数
え
て
待
つ
の
で
す
。
ま
し
て
朝
か
ら
ポ

ン
ポ
ン
花
火
の
音
が
聞
こ
え
る
花
火
の
日
は
、
△
「
思
い
出
し
て
も
胸
の
高
鳴
り
を
感
じ
ま
す
。

あ
れ
か
ら
何
十
年
、
〃大
曲
の
花
火
〃
は
最
早
や

″世
界
の
花
火
″
と
な
り
ま
し
た
。

賢木新悦さん

第
８９
回
全
国
花
火
競
技
会
が
８
月

２２
日

（土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
実

行
委
員
会
で
は
現
在
、
最
終
の
詰
め

の
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
創
造
花
火
半
世
紀

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
今

年
は
新
た
な
創
造
花
火
５０
年
に
向

か

っ
て
ス
タ
ー
ト
で
す
。

新
た
に
打
ち
上
げ
場
を

整
備
　
―
雨
で
も
大
丈
夫

昨
年

の
第
８８
回
の
花
火
打
上
げ
会

場

は
、
大
会
寸
前

の
集
中
豪

雨

で

二
十
セ
ン
チ
の
水
が
溜
ま
り
、
排
水

を
二
日
間
に
亘

っ
て
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
泥
田
と
化
し
た

一
帯
は
車
の

搬
入
が
儘

な
ら
ず
重
機

で
引

っ
張

り
、
打
ち
上
げ
花
火
設
置
場
所
に
は

大
型
ダ
ン
プ
五
〇
台

の
砂
を
投
入

い

た
し
、
よ
う
や
く
開
始
に
間
に
合
わ

せ
ま
し
た
。

今
年
は
、
雨
で
も
花
火
師
が
安
全

に
打
ち
上
げ
が
出
来
る
よ
う
、
打
上

げ
場

の
整
備
を
行
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
金
谷
橋

の
解
体
工
事
が
進

み
観
覧
席
側
の
橋
桁
が
撤
去
さ
れ
ま

し
た
。
新
し

い
橋

の
大
曲
花
火
大
橋

と

の
間
が
三
十

メ
ー
ト
ル
広
が
り
、

こ
れ
に
よ

つ
て
安
全
を
確
保

い
た
し

ま
し
た
。

大
会
テ
ー
マ
は
「行
雲
流
水
″
日
々

新
　
そ

の
先

へ
２

と
し
ま
し
た
。

空
を
行
く
雲
や
流
れ
る
水

の
よ
う

に
、
物
事
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、

自
然
の
ま
ま
に
身
を
任
せ
る
意
味
で

す
が
、
時
代
や
人
々
が
求
め
る
も
の

を
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
自
然
体
で
花

火
芸
術
を
表
現
す
る
こ
と
を
願

っ
て

い
ま
す
。
サ
ブ
テ
ー
マ
は
、
自
然
体

な
が
ら
、
日
々
進
化
を
続
け
る
日
本

の
花
火
に
対
し
て
の
期
待
感
で
す
。

ま
た
テ
ー
マ
は
、
花
火
師
の
み
な

ら
ず
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
打
上
会

場
、
観
客
席
の
安
全
等
の
大
会
運
営

も
共
に
進
化
続
け
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

五
年
目
の
東
日
本
大
災
害

今
年
も
被
災
者
を
ご
招
待

桟
敷
席
の
販
売
で
す
が
順
調
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
十
五
万
人
分
の
販

売
桟
敷
席
は
、
７
月
５
日
の

一
般
販

売
の
他
、
旅
行
会
社
、
電
話
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
受
付
も
終
わ
り
ま
し

た
。
観
覧
会
場
の
増
設
で
は
、
今
年

か
ら
下
流
側
に
パ
イ
プ
椅
子
席
八
，

○
○
○
席
を
新
た
に
設
置
い
た
し
ま

す
。ま
た
、
屋
台
の
安
全
に
は
昨
年
同

―-12-―
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行 雲 流 水 (空を漂う雲と流れる水の意から)

自然のままの姿、また物ごとにこだわらず、成り

行きにまかせて行動すること。今後
・
大山の花火

・

もそうありたいとの願いがこめられています。 “口々着 そのたへ"

様
に
火
気
取
扱
い
の
場
所
を
厳
し
く

限
定
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
５
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
今
年
も
、
大
仙
市

で
は
被
災
地
の
方
々
を
招
待
い
た
し

ま
す
。

池
辺
信

一
郎
氏

河
瀬
　
直
美
氏

新
し
く
審
査
員
に

国

日

曰

今
年
も
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
２８

人
の
花
火
師
た
ち
が
、
日
本

一
を
か

け
て
最
高
の
作
品
を
も
ち
大
曲
に
参

集
し
ま
す
。

審
査
員
で
す
が
、
芸
術
部
門
の
審

査
員
が
交
代
し
ま
し
た
。
新
し
く
音

楽
部
門
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
の
音
楽
等

を
手
掛
け
活
躍
し
て
い
る
音
楽
家
、

池
辺
晋

一
郎
氏
。
ま
た
、
カ
ン
ヌ
映

画
祭
で
著
名
な
映
画
監
督
の
河
瀬
直

美
氏
が
審
査
員
と
な
り
ま
す
。
芸
術

的
視
点
で
の
審
査
に
期
待
が
高
ま
り

ま
す
。

大
会
提
供

洋
か
ら
和
ヘ

「あ
さ
き
ゆ
め
み
し
」

大
会
提
供
は
「あ
さ
き
ゆ
め
み
し
」

で
す
。
昨
年
の
大
会
提
供
花
火
は
「
Ｂ

Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
で
、
大
変
好
評
を
博

し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
音
楽
や

上
層
部
で
開
花
す
る
２８
花
火
師
の
花

火
は
見
事
で
し
た
。
昨
年

の

「
洋
」

か
ら
今
年
は

「和
」
で
す
ｃ
企
画
部

会
と
地
元
花
火
師
が
総
力
を
挙
げ
打

ち
上
げ
ま
す
。

開
局

「
Ｆ
Ｍ
は
な
び
」

花
火
会
場
か
ら
生
中
継

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
が
８
月
８
日

に
開
局
い
た
し
ま
す
。
会
場
に
入
れ

な
い
方
々
に
、
打
上
会
場
か
ら
生
中

継
い
た
し
ま
す
。
放
送
に
よ
リ
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
打
ち
上
げ
順
番
や
音
楽

が
聴
け
ま
す
。
ま
た
、
花
火
研
究
家

の
小
西
享

一
郎
氏
の
解
説
も
楽
し
み

で
す
。
こ
の
Ｆ
Ｍ
は
仙
北
平
野

一
帯

で
聴
く
事
が
出
来
ま
す
。
多
く

の

方
々
に
利
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

☆
　
★
　
☆

今
年
も
大
山
の
花
火
を
楽
し
み
に

し
て
い
ら

つ
し
ゃ
る
み
な
さ
ん
、
花

火
会
場
に
お
出
で
に
な
る
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
会
場
に
来
ら
れ
な
い
方
々

も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
の
テ
レ
ビ
や

「
Ｆ
Ｍ

は
な
び
」
な
ど
で
、
ご

一
緒
に
、
あ

の
感
動
を
分
け
合
い
ま
し
ょ
う
。
好

天
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

お
酒
を
注
ぐ
時
に
聞
こ
ん
で
髯
こ
ば
）

と
い
う
音
も
、
よ
り

一
層
お
酒
を
お
い

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
饉
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

未
成
年
者
の
方
に
は
お
酒
を
お
販
売
し
ま
せ
ん
。

（名
）鈴
木
瀬
造
店

大
仙
市
長
野
字
二
日
町
９

旬の秋田が高輪に。
Dining&Shopping

‐ た恙aが機館
京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

東京都港区高輪4丁目108
ウィング高輪WEST―Ⅲ l階

TEL 03-5447-1010 http://www akita― bisalkan.ip/
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(株)秋田ルミナの厳しいモット…

「品質方針」「環境方針」

切削加工

直径 2ミ リから200ミ リまでの製品の加
工を得意とする。ロボット付きの機種も

多数あり、材料を自動支給し量産加工も
「 行う。複合旋盤による特殊形状の加工も
可能。

アセンブリ
エンジン用の燃料、オイル、エアーク

リーナー等に使用される各種センサー

や、産業機械のエンジン等オイルフイル

ター、フィルタ日詰まり等を検知するセ
ンサー等の製造・組立て

プレス・溶接・他
クランクプレス機で産業機械部品や自動車

部品のプレス加工。TIG溶 接機では、薄肉
ステンレスパイプの難しい溶接も行う。

研削盤やフライス盤等の汎用機も多数所

有し様々な加工を行う。

大
仙
市
で
活
躍
す
る代表取締役社長 佐々木 訓弘

ほ Kl株 式会社 秋 田 ム 財

設 立 1971年 10月 26日
所在地 秋田県大仙市大山西根

字元木108

TEL 0187-68-4040
FAX 0187-68-4160
5,000万 円

107名 (平成26年 5月 末)

15億円

(第 42期  平成24年度)

資本金

社員数

売上高

鵬式会社 んミナ
・昭和41年 倉」業者佐 木々弘三が東京
都品川区に (株 )ル ミナを設立、自動

点減器の製造・販売を開始

騰式会社 秋田んミナ
・昭和46年  (株 )ル ミナが1日大山市に

(株 )秋田ルミナを設立

・昭和46年  自動点減器並びに自動車
部品のセンサーを製造開始
・昭和51年  自動車部品の切削

PToTOKYO LUMiNA :NDONES:A
・平成25年  インドネシア共和国に PT

加工分野に進出

・平成15年  自動車部品の環境規制対
応部品に進出

・平成18年  IS09001認 証取得
・平成20年 IS014001認証取得

Tokyo Lumina lndOnesia設 立
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―
　
親
会
社
の
創
業
は
い
つ
、
ど
ち
ら
で
。

主
た
る
製
品
は
何
で
す
か
。

昭
和
４‐
年
５
月
、
創
業
者

の
佐

々

木
弘
三
が
東
京

の
中
延
に
ル
ミ
ナ
を

設
立
し
ま
し
た
。
熱
で
曲
る
金
属
の

バ
イ
メ
タ
ル
を
利
用
し
た

「自
動
点

減
器
」
を
生
産
し
ま
し
た
。
光
を
感

知
し
て
、
暗
く
な
る
と
点
灯
し
、
明

る
く
な
る
と
消
灯
す
る
街
灯

の
セ
ン

サ
ー
で
す
。

―
　
秋
田
ル
ミ
ナ
の
設
立
は
？

昭
和
４６
年
１０
月
に
、
東
京
で
製
造

し
て
い
た
自
動
点
滅
器
を
秋
田
に
移

管
し
ま
し
た
。
束
一界
の
工
場
で
は
手

狭
に
な
り
、
創
業
者

の
出
身
地
で
あ

る
当
時
の
大
山
市
に
工
場
を
建
て
移

管
し
た
も
の
で
す
。

―
　
現
在
は
、
輸
送
用
機
械
の
パ
ー
ツ
が

主
要
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
が

・
・

当
社
で
は
主
に
ト
ラ
ッ
ク
（大
型
・

中
型

。
小
型
）
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
回
り
に
取
り

つ
く
部
品
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

・
エ
ア
ー
ク
リ
ー
ナ
ー
の
目
詰
ま

り
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー

・
燃
料

の
軽
油
と
水
を
分
離
し
、

水

の
溜
ま
り
量
を
感
知
す
る
セ

。
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
汚
れ
具
合

で
交
換
を
促
す
セ
ン
サ
ー

・
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
の
エ
ン
ジ

ン
側
の
不ヽ
ジ

・
フ
ィ
ル
タ
ー
を
固
定
す
る
ボ
ル

ト
や
、
排
気
ガ
ス
を
綺
麗
に
す

る
ク
ー
ラ
ー
の
部
品
な
ど
。

昔

の
ト
ラ
ッ
ク
は
真

っ
黒
な
排
気

ガ
ス
を
撒
き
散
ら
し
て
走
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
部

品
が
出
来
た
こ
と
で
新
型

の
ト
ラ
ッ

ク
は
乗
用
車

（ガ
ソ
リ
ン
車
）
並
み

に
排
気

ガ

ス
が
綺

麗
に
な
り
ま
し

た
。
地
球
環
境
に
優
し

い
ク
リ
ー
ン

デ
ィ
ー
ゼ

ル
を
実
現
さ
せ

て

い
ま

す
。
―
　
こ
れ
ら
御
社
の
製
品
は
ど
ん
な
車
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
に
直
接
納
入

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
業
界
で
言
わ

れ
る
Ｔ
ｉ

ｅ
ｒ
２
呼
ば
れ
る
２
次
下

請
け

の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
で
、

い
す

ゞ
、

日
野
、
三
一菱
ふ
そ
う
、
Ｕ
Ｄ
と
ト
ラ
ッ

ク
ス
、
ボ
ル
ボ
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
ト

ラ
ッ
ク
に
弊
社

の
製
品
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

デイーゼルエンジンの燃料は軽油。

その軽油に含まれる水分を検知するセン

サー

エンジンオイルを濾過するオイルフィル

ターの目詰まりを検知するセンサー
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イ
〓写

真
右
は
、
秋
田
ル
ミ
ナ
の
正
面
。

大
曲
花
火
大
橋
を
渡
る
と
右
手
に
三
角

屋
根
。
本
社
の
シ
ン
ボ
ル
。

下
の
写
真
は
、
秋
田
ル
ミ
ナ
上
空
か

ら
の
全
景
写
真
。
機
械
加
工
部
門
、
組

付
部
門
、
プ
レ
ス
溶
接
部
門
な
ど
、
８

つ
の
工
場
棟
に
分
か
れ
て
い
る
。

嬢懸摯

機械製造部門にある最新のCNC旋 盤。CNC旋 盤はカロエ物を高
速で回転させバイ トと呼ばれる刃物 (工具)を当てて切肖」する機械

―
　
御
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
厳
し
い

「品
質

管
理
」
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

努
力
を
し
て
い
ま
す
か
。

当
社
の
主
力
製
品
は
ト
ラ
ッ
ク
の

部
品
で
す
。
採
用
さ
れ
て
い
る
多
く

の
部
品
が

「
車

の
安
全
」
に
関
わ

っ

て
い
ま
す

の
で
、
製
品
の
品
質
を
満

た
す
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ

と
は

「品
質
方
針
」
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
通
り
で
す
。
そ
の
こ
と
を
全
社

員
が
理
解
す
る
た
め
に
、
製
品
の
機

能
、
要
求
事
項
に

つ
い
て
日
頃
の
業

務

の
中
で
教
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
各
部
門
で
は
年
間
計
画
を
立

て
、
品
質
向
上
を
目
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
当
社
は
２
０
０
６
年
５
月

に
Ｉ
Ｓ
０
９
０
０
１
品
質

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
認
証
を
取
得
し
ま

し
た
。

了
不
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は

継
続
的
な
改
善
を
求
め
て
い
て
、
そ

機
械
製
造
部
門
に
あ
る
工
作
加
工

機
械
の
数
は
百
台
を
超
え
て
い
る

れ
を
全
社
員
が
自
党
し
て
、
自
社
の

製
品
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
日
夜
励
ん
で
い
ま
す
。

企
業
活
動
を
通
し
て

環
境
を
汚
さ
な
い
意
識

―
　
「
環
境
方
針
」
に
も
厳
し
い
自
己
規

制
を
敷
い
て
い
ま
す
ね
。

社

の

「
環
境
方
針
」
の
中
に
理
念

を
謳

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
企

業
活
動

が
私
た
ち

の
暮

ら
す
地
球

に
、

い
か
に
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
を
自
党
し
て
、
環
境
を
汚

さ
な

い
こ
と
を
自
社

の
活
動
を
通
し

て
実
践
し
て
い
く
べ
き
も

の
と
考
え

ま
す
．
製
作
に
当
た

っ
て
は
必
要
な
資
源

で
あ
る
材
料
、
材
料
に
つ
い
て
は
不

良
を
作
ら
な

い
こ
と
、
必
要
以
上
に

作

ら
な

い
こ
と
、
必
要
な

エ
ネ

ル

ギ
ー
で
あ
る
電
気
は

い
か
に
効
率
よ

く
使
う
か

（無
駄
な
使
い
方
を
し
な

い
）
に
つ
い
て
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム

（２
０
０
８
年
１０
月
Ｉ
Ｓ

０
１
４
０
０
１
を
認
証
取
得
）
の
活

動
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

廃
棄
物
の
削
減
は
、
例
え
ば
Ｎ
Ｃ

旋
盤
で
製
品
を
加
工
す
る
と
き
は
、

色
々
な
種
類
の
材
料
を
使
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
種
類

の
切
削
屑
が
出
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
確
実
に
分
別
し
、
廃

棄
物
で
は
な
く
有
価
物
と
し
て
再
利

用
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
に
回
し
ま
す
。

汚
れ
た
排
水
は
最
も
身
近
な
環
境
汚

染
と
心
得
て
い
ま
す
。

製
品
加
工
に
は
大
量
の
切
削
油
を

使
い
ま
す
ｃ
そ
れ
は
排
水
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
油
が
工
場
外
に
流

出
し
な
い
よ
う
、
工
場
内
の
清
掃
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
万
が

一
流
出
し

た
場
合
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止

め
る
よ
う
年

一
回
、
【油
流
出
時
の

対
応
】
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

朝
礼
後
の
リ
ー
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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―
　
社
を
あ
げ
て
細
か
な
点
に
配
慮
し
、

環
境
や
品
質
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
従
業

員
の
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

男
子
６５
名
、
女
子
２６
名
で
す
。
年

齢
別
で
は
、
２０
代
１７
名
、
３０
代
２６
名
、

４０
代
３８
名
、
５０
代
７
名
、
６０
代
３
名

で
す
。
平
均
年
齢
が
４０
歳
未
満
の
、

比
較
的
若
い
年
齢
構
成
で
す
。

従
業
員
の
８
割
が

大
仙
市
内
の
居
住
者

―
　
従
業
員
の
居
住
地
は
ど
う
で
す
か
。

８
割
弱

の
７０
名
が
大
仙
市
内
居
住

し
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
横
手
市
９

名
、
美
郷
町
９
名
、
仙
北
市

２
名
、

湯
沢
市
１
名
で
す
。

―
　
ほ
と
ん
ど
の
従
業
員
が
地
元
大
仙
市

出
来
あ
が

っ
た
ボ
ル
ト
，
パ
ル
ブ
、
プ
ラ
グ
、

フ
ラ
ン
ジ
な
ど
。
部
品
の
各
寸
法
は
「
０
０
分

の
１
ミ
リ
単
位
の
高
精
度
で
加
工
し
て
い
る

で
す
ね
。
厚
生
活
動
は
活
発
で
す
か
。

は
い
、
余
暇
に
は
社
員
同
士
の
親

睦
を
図
る
目
的
で
、
野
球
部

の
ク
ラ

ブ
活
動
が
盛
ん
で
す
。
大
曲
商
工
会

議
所
が
主
催
す
る
伝
統
あ
る
野
球
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
も

参
加
し
て
、
地
元
企
業

の
社
員
と
の

交
流
も
深
め
て
い
ま
す
。

第
４５
回
大
会
で
は
準
優
勝

の
活
躍

を
し
て
お
り
ま
す
し
、
３
位
入
賞
も

２
回
あ
り
ま
す
。
練
習
や
試
合
が
終

わ

っ
た
後

の
懇
親
会
も
楽
し

い
み
た

い
で
す
ね
。

ク大
山
の
花
火
ク
の
日
は

観
光
客
に
駐
車
場
開
放

―
　
地
元
へ
の
貢
献
活
動
は
ど
う
で
す

か
。毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
に
合
わ
せ
、
工
場
敷
地
内

及
び
周
辺
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行

っ

て
い
ま
す
。
ま
た
８
月
の
大
山

の
花

火
大
会
で
は
、
当
社

の
駐
車
場
を
花

火
駐
車
場
と
し
て
開
放
し
、
多
く
の

観
光
客
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。

―
　
近
隣
の
学
校
か
ら
の
就
業
体
験
な
ど

高
温
に
な
っ
た
オ
イ
ル
を
冷
却
す
る
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー

に
取
り
付
け
ら
れ
る
部
品
。
黒
色
の
円
柱
形
は
濾
過
す

る
フ
ィ
ル
タ
ー
。
こ
れ
を
取
り
付
け
る
継
ぎ
手
を
生
産

し
て
い
る

秋田ルミナは一般的な電子機械の回路基板を作成する機械の部品製作も

行う。並べてあるスケールと見比べるとその大きさがわかる

一■
％
〓
一・鑢一一一一

鷲
一〓
機

麟
〓
〓
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を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
か
。

毎
年
、
大
山
工
業
高
校
と
大
曲
技

術
専
門
学
校
か
ら
、
各
３
名
程
度
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
当
社
は
機
械

加
工
を
主
体
と
し
て
い
る
た
め
、
毎

年
、
就
業
体
験
希
望
者
は
男
子
の
み

で
す
。
体
験
者
か
ら
は
、
「
学
校
で

は
使
わ
な

い
工
作
機
械
を
見
学
で

き
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
重
要

さ
や
、
働
く
こ
と
の
意
味
を
学
び
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
も
と
に
、
自
分

波郷でのお集まり、お泊りに
″″ の湯 っ ご で'

イ っ /_― クのん グ
・
ク

の
将
来
に
つ
い
て
よ
く
考
え

て
み
た

い
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
大
変
真
面
目
で

一
生

懸
命
、
将
来

の
進
路
を
真
剣
に
考
え

て
働
く
様
子
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

ルミナのルーツはバイメタルリレー。熱で

曲る金属板「バイメタル」がスイッチの役

自動点滅器。そのスイッチがバイメタルリレー



試合の後は七輪日んで焼肉と秋の味覚

秋田―ルミナ野球部戦歴

主催  大曲商工会議所

第47回   第3位  平成17年
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第40回   第 3位  平成10年
元気はつらつ ☆ 秋田ルミナ社員

クジヨIきに人気集中 大忘年会
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大曲の花火の日は、広い駐車場を開放。

各地からの観光バスや乗用車で一杯に

準優勝を勝ち得た秋田ルミナチーム

一軒
〓
一鶴

清掃活動―路上だけでなく溝の中まで
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現
状
に
甘
え
ず

新
技
術
で
市
場
開
拓

―
　
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
御
社

が
目
指
す
と
こ
ろ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

現
在
ト
ラ
ッ
ク
の
需
要
は
旺
盛

で
、
当
社
の
受
注
も
好
調
、
売
上
高

も
伸
び
て
い
ま
す
。
し
か
し
い
つ
ま

で
も
現
状
が
続
く
と
は
限
り
ま
せ

ん
ｃ
現
状
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
新

し
い
技
術

へ
の
取
組
み
、
新
規
市
場

の
開
拓
を
進
め
る
中
で
、
ト
ラ
ッ
ク

関
連
の
受
注
を
落
と
さ
ず
、
新
し
い

分
野
の
売
上
げ
を
伸
ば
す
べ
く
頑
張

り
ま
す
。

新
し
い
多
く
の
情
報
と

柔
軟
な
変
化
が
望
ま
れ
る

―
　
そ
れ
で
は
最
後
に
、
従
業
員
並
び
に

大
仙
市
へ
の
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。製
造
業
は
時
代

の
流
れ
、
お
客
様

の
要
求
、
競
争
相
手

の
存
在
に
よ

っ

て
、
常
に
柔
軟
な
変
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
変
化
す
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
企
業
は
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
社
員

一

人
ひ
と
り
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
常

に
新
し

い
情
報
を
取
り
入
れ
、
他
社

に
負
け
な

い
技
術
を
生
み
出
し
て
欲

し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
大
仙
市
ご
関
係
者
の
皆
さ
ま

か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
情

報
を
載
け
る
こ
と
が
、
今
後

の
発
展

に
繋
が
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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森と水の調べ 抱返り渓谷

′ヽイ|オ|リンと
'ビ

ア|夕||●|ン|サ|■|ト 夏瀬温泉 都わすれ

渡辺玲子さんと坂野伊都子さん

都わすれロビーの「森と水の調ベコンサート」

ホ
タ
ル
乱
舞
す
る
渓
谷

感
動
と
感
謝
の
音
楽
会
開
く

常に真心をモットーにして、とお礼

の挨拶をする佐藤京子女将

首
都
圏
大
曲
会
会
員
の
佐

藤
京
子
さ
ん
が
女
将
を
務
め

る
乳
頭
温
泉
郷

「
妙
乃
湯
」

は
今
年
創
業
６５
年
、
夏
瀬
温

泉

「都
わ
す
れ
」
は
１０
年
と
、

そ
れ
ぞ
れ
記
念
す
べ
き
年
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
６
月
２６

日
、
都
わ
す
れ
を
会
場
に
、

切
れ
味
鋭
い
渡
辺
玲
子
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン

演
奏
（ピ
ア
ノ
は
坂
野
伊
都
子
さ
ん
）

バ
イ
オ
リ
ン
の
渡
辺
玲
子
さ

ん
と
ピ
ア
ノ
の
坂
野
伊
都
子

さ
ん
を
お
招
き
し
て

「森
と

水

の
調
べ

・
抱
返
り
渓
谷
」

と
題
す
る
音
楽
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
聴
衆
は
こ
の
日
、

妙
乃
湯
と
都
わ
す
れ
に
宿
泊

優
し
く
心
を
込
め
て

佐
藤
京
子
女
将
の
話

バ
イ
オ
リ
ン
が
奏
で
る
音

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
沢
山

の
お
客
様
に
支
え
て
頂
い
て

今
日
が
あ
る
こ
と
を
思

い
、

感
慨
新
た
に
、
感
謝
の
気
持

ち
で

一
杯
で
し
た
。
そ
し
て

私
た
ち
が
今
出
来
る
こ
と

は
、
お
客
様

一
人
ひ
と
り
に

常
に
優
し
く
、
心
を
込
め
て

接
す
る
こ
と
だ
け
だ
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
本
当
に
有
難

う
か
」
ざ

い
ま
す
。

さ
れ
た
お
客
様
。

こ
の
時
期
、
雪
深
い
地
に

あ

っ
て
、
春
か
ら
夏

へ
と
移

り
変
わ
る
頃
の
、
さ
ん
ざ
め

く
木
々
の
芽
生
え
。
そ
し
て

日

一
日
と
緑
を
濃
く
す
る
季

節
の
巡
り
は
、
こ
の
地
に
住

む
人
々
に
活
力
を
も
た
ら
し

生
活
を
讃
歌
し
、
無
上
の
喜

び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
日
、
山
や
川
、
森
や

吹
き
抜
け
て
い
く
風
の
道
も

含
め
、　
一
万
坪
に
も
及
ぶ
都

わ
す
れ
の
敷
地
い
っ
ぱ
い
に

明
る
い
日
の
光
り
が
降
り
注

い
で
い
ま
し
た
。
渓
谷
を
流

れ
る
水
音
が
す
ぐ
耳
元
に
聞

こ
え
、
夜
と
も
な
れ
ば
流
れ

に
そ

っ
て
ホ
タ
ル
が
乱
舞

し
、
流
れ
来
る
バ
イ
オ
リ
ン

の
音
色
に
合
わ
せ
て
踊

っ
て

い
る
か
の
よ
う
。
森
羅
万
象
、

吹
く
風
ま
で
が
祝
福
の
音
楽

会
で
し
た
。
　
　
　
　
（大
）

お
客
様
に
は
常
に

大仙市 首都圏ふるさと会
平成27年度/懇話会開く

8市町村が合併して誕生した大仙

市には、旧自治体のもとで活動して

いたふるさと会が8つあります。
この8つのふるさと会は毎年の活

動に先立ち、各ふるさと会が持ち回

りで幹事を務める懇話会を開催して

います。大仙市役所からも担当の職

員が出席し、市の方針と各ふるさと

会の活動に配齢を来さないよう調整

し、また大仙市とともに各ふるさと

会の情報を交換することで、それぞ

れの活動機能を密にしていくことを

目的にしています。

今年は昨年の大曲会に引き続き東

京嶽雄会 (旧神岡町)が幹事となり6

月21日 、港区新橋生涯学習センター

で行われました。市からは企画部ま

ちづ くり課高橋正人課長が出席 し

て、今年度予算や事業などを含む大

仙市の近況の報告がありました。続

いて10月 16・ 17日 に有楽町で開催す

る「大仙市物産フェア」の説明があ

り、これには商工観光課と観光物産

協会からの出席もありました。

その後各ふるさと会の現況を報告

し、正午、予定通り終了しました。
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大
仙
市
が
誕
生
し
て
１０
年
。
市
は
地
域
特
性
や
独
自
性
、
特
色
あ
る

地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
策
を
企
画

・
推
進
、
ふ
る
さ
と
会

等
他
の
支
援
、
連
絡
調
整
等
を
主
要
業
務
の

「
ま
ち
づ
く
り
課
」
を
企

画
部
に
新
設
し
ま
し
た
。
課
長
は
お
馴
染
み
の
高
橋
正
人
さ
ん
で
す
。

大
仙
市
　
ま
ち
づ
く
り
課
を
新
設

課
長
に
高
橋
正
人
氏
就
任

執
務
中
の
高
橋
正
人
課
長

地域活性化が最重要ミッション

ふるさと会との連携もより強く

「
だ

い
せ
ん
日
和
」

四
月
号

に
、

「
新
た
な
部
門

の
設
置
と
人
員
配
置

で
重
要
政
策
に
取
り
組
む
」
と
あ
る

よ
う
に
、
こ
の
人
事
異
動
は
大
仙
市

の
並

々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
を
感
じ
ま

す
。
新
課
長
の
高
橋
正
人
さ
ん
を
訪

ね
ま
し
た
。

―
　
課
長
こ
就
任
お
め
で
と
う
こ
ざ
い

ま
す
。
「ま
ち
づ
く
り
課
」
誕
生
の
背
景
、

主
た
る
業
務
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。
高
橋
課
長
　
従
来
の
企
画
部
総
合
政

策
課
地
域
政
策
班
が
独
立
す
る
形
で

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
業
務
は
こ
れ
ま
で
の
内
容
を

引
き
継
ぐ
形
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

首
都
圏
各
ふ
る
さ
と
会
の
支
援
や
連

絡
調
整
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会

・
町

内
会
、各
種
地
域
団
体
の
活
動
支
援
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
や
収
納
、
大

山
地
域
の
循
環
バ
ス
や
各
地
域
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
地
域
公
共
交
通

の
運
行
な
ど
。
ま
た
、
各
地
域
の
桜

を
市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
守
り

育
て
る
桜
守
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
策
を
積
極
的

に
企
画
し
促
進
す
る

―
　
各
支
所
に

「地
域
活
性
化
推
進
室
」

も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
課
長
　
は
い
、
各
支
所
単
位
に

「
地
域
活
性
化
推
進
室
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特

性
や
独
自
性
、
特
色
あ
る
地
域
資
源

を
活
か
し
た
多
岐
に
わ
た
る
地
域
活

性
化
策
を
企
画

・
推
進
し
て
ま

い
り

ま
す
。

１０
歳
を
数
え
た
大
仙
市
は
、
こ
れ

ま
で
の

「
基
礎
固
め
」
に
続
く
次

の

ス
テ
ー
ジ
は
、
各
地
域
の
特
性

・
独

自
性
を
活
か
し
た
地
域
お
こ
し

・
活

性
化
が
、
私
た
ち
の
使
命
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
　
職
員
構
成
は
ど
う
で
す
か
。

高
橋
課
長
　
私
の
他
に
、
班
長
の
田

口
美
和
子
主
幹
、
高
橋
靖
弘
主
席
主

査
、
田
村
将
悟
主
任
、
佐

々
木
翔
主

事
、
佐
藤
淳
哉
主
事

の
六
名
に
よ
る

構
成
で
す
。
若

い
メ
ン
バ
ー
が
揃

っ

て
い
ま
す
。

―
　
大
仙
市
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
会
の

存
在
意
義
、
ふ
る
さ
と
会
へ
の
期
待
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

高
橋
課
長
　
ふ
る
さ
と
会

の
皆
さ
ま

か
ら
は
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
は

じ
め
色

々
な
形
で
ご
支
援
ご
協
力
を

頂
き
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

企
画
部
に
配
属
さ
れ
る
前
か
ら
、
ふ

る
さ
と
会

の
存
在
は
承
知
し
て
い
ま

し
た
し
、
「
首
都
圏
仙
北
町
ふ
る
さ

と
会
」
の
総
会
に
も
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

そ

の
後
総
合
政
策
課

に
配
属
さ

れ
、
現
在

の
よ
う
に
各
ふ
る
さ
と
会

の
皆
さ
ま
と
触
れ
合
う
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
で
、
皆
さ
ま
の
大
仙
市
に
対

す
る
思

い
が
非
常
に
強

い
こ
と
を
改

め
て
知
り
ま
し
た
。

地
元
民
が
気
づ
か
な
い

大
仙
市
の
魅
力
な
ど
を

平
成
２５
年
１１
月
の

「大
仙
市
ふ
る

さ
と
フ
ェ
ア
２
０
１
３
」
で
は
、
各

ふ
る
さ
と
会

の
役
員

の
皆

さ
ま

に

よ

っ
て
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
か

ら
、
企
画

・
立
案
、
当
日
の
運
営
ま

で
多
大
な
ご
協
力
を
戴
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
と
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
中

で
、
地
元
民
の
気
づ
か
な

い
大
仙
市

の
魅
力
や
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
分
野
な

ど
、
様

々
な
情
報
を
熱
く
語

っ
て
く

だ
さ

い
ま
し
た
。
私
が
そ
れ
ま

で

思

っ
て
い
た
以
上
に
、
ふ
る
さ
と
を

想

い
、
愛
し
て
い
る
印
象
を
強
く
受

け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
首
都
圏
大
山
会

の
皆

さ
ま
に
は
、
熱

い
想

い
と
と
も
に
情

報

の
交
換
な
ど
、
様

々
な
形
で
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。
皆
さ
ま
と

一

緒
に
大
仙
市
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

―
　
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に

新
課
長
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
橋
課
長
　
大
仙
市

の
新
た
な
１０
年

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
先
に
も
述

べ
た
通
り
、
地
域
の
特
性
や
独
自
性
、

特
色
あ
る
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地

域
の
活
性
化
が
、
私
た
ち
の
重
要
な

ミ
ツ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
手
を
取
り

合

い
、
助
け
合

い
、
そ
し
て
楽
し
み

な
が
ら
心
豊
か
に
生
活
が
で
き
、
音

か
ら
の

「
結

い
」
が
生
ま
れ
、
持
続

す

る
地
域

に
な

る
こ
と
を
願

い
ま

す
。
大
仙
市

の
た
め
に

「
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
」
と
、
私
た
ち

に

「
で
き
る
こ
と
」
が
少
し
で
も
近

づ
く
努
力
を
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

（文
責
　
大
釜
）
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大仙市・神奈川県座間市

「友好交流都市」を締結

大仙市は今年 3月 21日 (大仙市誕

生lo周年祝賀式典挙行 日の前 日)、

神奈川県座間市と「友好交流都市Jと

なる協定の締結式を行いました。

座間市との交流は平成 3年 11月 に

開催された「座間市民ふるさとまつ

り」に、 1日中仙町が初めて参加した

ことから始まったものです。

これは座間市在住の、 ドンパンふ
るさと中仙会会員の橋渡しによって

実現したもので、そこでは毎年市民

レベルによる市民相互の交流が続け

られていました。

こうしたことの積み重ねから平成

10年 5月 に、中仙町と座間市との間

で相互応援協定を締結、平成17年 7

月には、市町村の合併によって大仙

市と座間市による災害時相互応援協

定を締結しています。

以後、毎年災害対策連絡会議を持

ち、今年度は5月 に第9回 目となる会

議を大仙市で開催しています。

このほか平成26年 7月 には、座間

市国内友好都市推進委員会の委員が

大仙市を視察し、8月 には座間市子

ども会育成会連絡協議会のジュニア

リーダーズクラブが大仙市を訪れ、

小学生・高校生と交流しています。

さらに10月 には、座間市議会議員

の皆さまが大仙市を訪れ、大仙市市

議会議員との交流が行われました。

この度の大仙市誕生10周年を機

に、これまでの20年以上にわたる座

間市との交流をより強回なものと

し、今後は防災分野に加えて、産業、

経済、文化、教育、スポーツなど幅

広い分野へ広げていき、持続的に友

好交流を行っていきます。

ここ数年は、ライバル同士の合同

演奏が恒例の行事となりました。お

客様も毎年、格段に増えました。

それは露天商の出店が徐々に増

え、 8年前はわずか3店だったもの

が今では14店にもなりま

した。子ども達も、何日

も前か ら何 を着てい く

か、誰と行 くかと話題に

七夕花火を楽しみにして

いると言います。

イベントの開催に金を

かけられない商店街の工

夫ですが、来会者にどの

ように楽しんで貰いたいかなどを真

剣に考え、開催の当事者たちが汗を

流す行動こそが大切だということを

学びました。そして何よりも、それ

を続けることこそが大事であること

も知りました。 (「土屋館通信J7月 3日

号 =辻卓也さん提供)

10月 16日 (金 )・ 17日 (土 )

大仙市の物産フェア

2015 in有楽町
一昨年以来、東京・有楽町駅前広

場を中心に開催して好評の大仙市

「ふるさと物産フェア2015 in有 楽

日I」が、今年も開催されます。

大仙市から直接持ち込んだ懐かし

くそして新鮮な農産品や特産品の販

売です。1,000円 以上の購入者には、

大仙市の特産品が当たる抽選券を差

し上げるなど新企画も盛り沢山で

す。どうぞお誘い合わせてご来場く

ださい。

花火通 りの「 七 夕 花 火 大 会 」

短冊に保育園 。幼稚園 。小学校、

養護学校児童らの願いを込めて

7月 4日 、大曲駅前花火通り商店

街の七夕花火大会が催されました。

以前は花火の街の花火大会にしては

規模が小さいなどと酷評されたこと

もありました。10年ほど前から地域

内の保育園・幼稚園 。小学校・養護

学校の協力を得て、笹竹の短冊に子

どもたちの願いを書いてもらい、今

ではその数も30本に達し、いちだん

と賑やかになって商店街を飾るよう

になりなりました。

そして、打ち上げる花火には園長

先生や校長先生から子ども達への

メッセージが添えられました。

丸子橋の空き地では【夕焼け音楽

祭】が開催され、全国レベルの力を

持つ大曲小学校と花館小学校のマー

チング部が演奏してくれています。

「まるびちゃん」「ざまりん」と栗林大仙市長、遠藤座間市長

h詢 7ン 出ヽ ig山 Jノ
魏 il:1卿 lgeta」 p
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溶
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■
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市
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ヶ
沢
八
〓
の

一

お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
．
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大曲の話題

笑顔花咲く 花咲きレデイオ
FMはなび 873

しゅん

大仙市の旬を首都圏でも !

FMはなび
8月 8日 (土)開 局

地域の「話題」を地域の

「言葉」で

地域の「人たち」に伝える
「おらほのらじお」

今年8月 8日 (土 )、 大仙市コミュ

ニテイFM局「FMは なび」が開局し

ます。

「FMは なび」は、地域に密着した

情報を中心にした大仙市の「今」を伝

え、特に災害時には安全安心につな

がる責任ある情報を的確に伝える情

報伝達ツールとして、その機能を発

揮します。秋田県全域の情報を主体

とした県域放送では、なかなか取り

Lげ られない大仙市の情報。

その点「FMは なび」は「おらほの

ラジオ」として、身近な話題やまち

の元気を即刻伝えます。

首都圏でも聴取できます
「FMは なびJは大仙市を離れた首

都圏にいても、インターネットを利

用して、パソ

コンや携帯電

話等で聴くこ

とが で きま

す。ふるさと

会のみなさん

もぜひ「大仙市の旬Jを ご愛聴くださ

いと、大仙市では呼びかけています。

*パ ソコンでは専用サイトを開

い て聴 取 して くだ さい。

iPhoneや Androidな どの携帯

電話からは、専用アプリを使

用して聴取することができま

す。 FMは なび で検索 して
ください。これには聴取エリ

アの制限はなく、全国及び全

世界で聴取が可能です。

良くやつた、感動したぞ !

大曲工業高校野球部
3月 21日 から4月 1日 まで、春のセ

ンバツ「第87回選抜高等学校野球大

会」が阪神甲子園野球場で開催され

ました。大曲工業高校は東北地区代

表として、仙台の東北高校とともに

選抜されて出場、大健闘をしたこと

はみなさんもよくご存知の通 りで

す。

今年の入場行進曲は昨年大流行し

た「Let lt Go～ありのままで」でし

たが、春夏を通して初出場だったに

も関らず大山工業高校ナインは、音

楽に合わせた堂々の入場行進。この

行進を見ただけでも大満足、感動の

涙が止まらなかったという声が数多

く聞かれました。

3月 22日 に行われた大仙市誕生10

周年&受賞祝賀会の会場でも大曲工

業高校野球部健闘への期待は大きな

話題となっていました。

3月 24日 の第 1試合として行われ

た香川県の英明高校との対戦は、 4

対 1で堂々の勝利。冴える武田投手

の腕と球筋、強打の佐々木 (駿 )選手

の活躍に誰もが満足しました。

3月 27日 に行われた2回戦の相手

は、強豪で野球伝統校の埼玉・浦和

学院高校。これも開始早々、赤川選

手のホームランには度肝を抜かれま

した。武田投手の調子からして、こ

れは勝ったと思わせる試合展開でし

た。しかしさすがは伝統校。甲子園

で優勝経験すら持つ浦和学院に一歩

及ばず敗退の涙を飲みました。

しかし、それでも大曲工業高校野

球部は良くやった |「東北に大山工

業高校あり」の名声を高らかに知ら

しめたのです。そして大曲工業高校

は学校応援団を対象とする「応援団

賞」を(写真上)県内で初めて受賞し

ました。まさに学校を挙げての快挙

でした。おめでとう l大曲工業高校

のみなさん。

夏も期待 します。頑張って…

栗林市長もチームを激励
大曲工業高校野球部は、4月 17日 、

草剪校長先生、佐藤野球部部長、岡

本主将の 3人が、栗林大仙市長を訪

問して、大会の報告をしました。市

長も敢闘をねぎらい、夏の健闘を期

待しますと激励しました。
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平成27年 (2015年)8月

納税のご案内

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
国
民
の
義
務
と
し
て
の
税
金
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
「
ふ
る
さ
と
」
に
貢
献
し
た
い
、
「
ふ
る
さ
と
」
を

応
援
し
た
い
と
い
う
人
々
の
思
い
を
生
か
す
た
め
の
制
度
で
す
．
大

仙
市
で
は

「大
仙
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
を
創
設
し
、多
く
の
方
々

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を
運
用
し
て
各
種
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

観
光
や
高
齢
者
福
祉
、

子
育
て
教
育
等
に
活
用

み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴

重
な
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

を
大
仙
市
で
は
、
次
の
４
つ
の
事

業
の
推
進
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

ｌ
　
観
光
分
野

魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し

た
観
光
交
流
事
業

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一暴

２
　
高
齢
者
福
祉
分
野

老
い
を
楽
し
み
、
地
域
が
支
え

る
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
事
業

３
　
自
然
環
境
分
野

次
代
に
残
す
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
に
関
す
る
事
業

４
　
子
育
て
教
育
分
野

健
や
か
な
成
長
を
願
う
子
育
て

と
、
教
育
の
充
実
に
関
す
る
事
業

「
ふ
る
さ
と
納
税

文
庫
」
に

つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
活
用
し
た

「
ふ
る

さ
と
納
税
文
庫
」
は
、

平
成
２３
年
度
と
２４
年

度
の
二
か
年
事
業
と

し
て
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
こ

れ
ま

で
設
置

し
た

小

・
中
学
校
に
加
え

て
、
大
仙
市
内
の
認

定
こ
ど
も
園
、
幼
稚

園
、
保
育
園
に
も
当

該
文
庫
の
整
備
が
行

な
わ
れ
、
園
児
た
ち

も
大
喜
び
で
し
た
．

一 ふるさと力ヽ きヽいきと輝くために 一

保育園の先生の読み聞かせに園児たちは夢中です (刈和野保育園)
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一一一一一一一一一一一一一一一

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と

し
て
寄
附
の
手
続
法

、
寄
附
申
込
み
書
に
よ
る

申
込
み

○
寄
附
申
込
み
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
、
「
銘
、
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
、
も
し
く
は
直

接
、
大
仙
市
役
所
ま
ち
づ
く
り

課
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

○
申
込
み
の
際
に
、
入
金
方
法
な

ど
寄
附
の
方
法
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ

い
。

○
寄
附
申
込
み
書
は
大
仙
市
役
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。↑

２
、
納
付
書
の
送
付

○
お
知
ら
せ

い
た
だ

い
た
寄
附
の

方
法
に
基
づ
き
、
大
仙
市
役
所

中
学
生
時
代
の
読
書
は
人
の

一
生
を
左
右
す
る
大

切
な
糧
で
あ
る
（南
外
中
学
校
に
て
）

ま
ち
づ
く
り
課
か
ら
納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す
．

↑

３
、
寄
附
金
の
お
振
込

○
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
な
ど
か
ら
寄
附
金
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。

↑

４
、
寄
附
証
明
書
の
発
行

・
送
付

○
寄
附
し
て
頂
い
た
皆
さ
ま
に
は

後
日
、
大
仙
市
役
所
か
ら
寄
附

証
明
書
を
発
行
・送
付
し
ま
す
。

寄
附
し
た
人
が

税
金

の
控
除
を
受

け

る

手
続
き

１
、
確
定
申
告

Ｏ
最
寄
り
の
税
務
署
で
確
定

申
告

（翌
年
の
２
月
～
３

月
）
を
行
う
こ
と
で
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

○
確
定
申
告

の
際
、
大
仙
市

が
発
行
し
た
寄
附
証
明
書

を
添
付
し
ま
す
。

一

２
、
個
人
住
民
税
通
知
書

の
送
付

○
お
住
い
の
市
区
町
村
か
ら
寄
附

金
区
分
が
控
除
さ
れ
た
個
人
住

民
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

＊
寄
附
先
の
自
治
体
が
５
つ
以
内

で
、　
普
段
自
ら
確
定
中
告
を

行

っ
て
い
な

い
給
与
所
得
者

は
、
大
仙
市
が
控
除
中
告
を
代

行
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
（ふ

る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特

例
制
度
）

詳
し
く
は
大
仙
市
役
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
◆
◇

ご
寄
附
頂
い
た
方

へ

◇
◆
◇

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
寄

附
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
、
ご
希

望
に
よ
り
、
市
の
広
報
紙

「だ
い

せ
ん
日
和
」
の
一
定
期
間
無
料
送

付
と
、
寄
附
金
額
に
応

じ
て
お
礼

の
品
を
お
送

り
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

田力
由
貿
利
絲
輝
さ
ん
（大
仙
市
出
身
）

懐
か
し
い
光
景
．
ふ
る
さ
と
の
思

い
に
浸
る
牧
歌
的
で
安
ら
ぎ
を
覚
え

る
こ
の
絵
は
、
大
仙
市
ふ
る
さ
と
納

税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
に
、
大
仙

市
大
田
地
域
出
身
男
鹿
和
雄
さ
ん
が

画
か
れ
た
も
の
で
す
ｃ

男
鹿
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
上
京

し
、

デ
ザ

イ

ナ
ー
学

校

に
人
学
。

一
九
七
二
年
か
ら
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

美
術
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
幾
多
の

ス
タ
ジ
オ
ジ
プ
リ
作
品
を
描
き
、
「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」
で
は
大
田
地
域
の

原
風
景
が
数
多
く
登
場
し
ま
し
た
．

男
鹿
さ
ん
の
描
く
懐
か
し

い
空
、

山
、
そ
し
て
円
園
風
景
に
は
私
た
ち

の
「
ふ
る
さ
と
」
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま

っ

て
い
ま
す
ｃ
緑
あ
ふ
れ
る
大
仙
市
を

愛
す
る
み
な
さ
ま
の
、
暖
か
い
ご
寄

附

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
お
願

い
い

た
し
ま
す
．
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご

案
内
」
よ
り
】

お問合せは

ぬ
く温
も
り
の
気
持
が
通
う

「ふ
る
さ
と
納
税
」

大仙市役所 企画部 まちづくり課
〒014-8601 秋田県大仙市大曲花園町 1-1

TeL 0187-63-1111(代 表)

FAX 0187-63-1119 E¨メール :machi@city.daisen.akitajp
http://www.city.daisen.akitajp/
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□図□□□
残雪と新緑を求めて

旅人  斎 藤 貞 助
(首都圏大曲会幹事 事務局長)

好
評
の

「
カ
メ
ラ
紀
行
」
、
今
回
は
残
雪
の
中

に
鮮
や
か
な
新
緑
を
求
め
て
、
福
島
県
南
会
津
郡

の
只
見
町
に
旅
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
界

隈
は
わ
が
国
屈
指
の
ス
雪
地
帯
。
本
誌
旅
人
が
訪

れ
た
５
月
中
旬
で
も
山
肌
に
は
雪
が
残
り
、
主
流

の
只
見
川
を
目
差
し
て
流
れ
下
る
谷
川
は
、
雪
解

け
の
水
を
集
め
騒
然
と
音
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

田
子
倉
ダ
ム
湖

を訪
ね
る

新
緑
輝
い
て

山肌に残る雪
阿賀野川水系只見川は日本屈指の水量に

恵まれた地帯。豪雪がつくり出す豊かな包

蔵水が、川沿いに建つ多くの水力発電所を

動かす。 5月 の残雪がそのエネルギー源だ。

◇
豪
雪
が
水
力
発
電
を
促
し
て

田
子
倉

（た
ご
く
ら
）
湖
は
福
島
県
西
部
に

位
置
し
、
只
見
川
上
流
に

一
九
六

一
年

（昭
和

３６
年
）
完
成
し
た
田
子
倉
ダ
ム
に
よ
っ
て
生
じ

た
人
造
湖
。
そ
の
湖
水
面
は
ダ
ム
地
点
か
ら
約

‐２
キ
ロ
上
流
の
大
鳥
ダ
ム
ま
で
細
長
く
延
び
る

ほ
か
、
右
岸
支
流
谷
戸
川
の
深
い
谷
に
約
７
キ

ロ
も
入
り
こ
ん
で
い
ま
す
。

田
子
倉
ダ
ム
の
貯
水
量
は
猪
苗
代
湖
を
凌

ぎ
、
最
大
出
力
は
３８
万
ｋ
ｗ
。
越
後
三
山
只
見

国
定
公
園
の

一
部
に
な
る
観
光
地
で
す
。

只
見
川
は
、
福
島

・
新
潟
両
県
を
貫
通
し
て

日
本
海
に
注
ぐ
阿
賀
野
川
水
系
最
大
の
支
流
。

最
上
流
部
は
福
島

。
群
馬
県
境
に
あ
る
尾
瀬
沼

か
ら
の
沼
尻
川
と
尾
瀬
原
を
通
る
ョ
ッ
ピ
川
と

が
合
流
し
ま
す
。
一象
雪
地
帯
と
し
て
豊
か
な
包

蔵
水
が
、
只
見
特
定
地
域
総
合
開
発
計
画
の
対

象
に
な
り
ま
し
た
。
本
流
沿
い
に
奥
只
見
、
大

鳥
、
田
子
倉
、
滝
、
本
名
、
上
田
、
柳
津
、
片

門
等
発
電
所
が
並
び
ま
す
。

冬
か
ら
の
目
覚
め



夜明けの田子倉ダム
5月も半ばというのに空気は冬の寒さを残している。新緑と残雪を求める旅。

福島県と新潟県との県境、昔から峠越えの難所で矢□られる “六十里越え
"付近。

ダム湖を見下ろす絶好のポイントに着いたの 1よ早朝 5時半だつた。北東の空を

紅色に染めながら太陽が昇る。萌え出した周囲の山々をうつすら朝もやが包む。

麓
の
里
山

一
帯
は
花
が
咲
き
終
わ

っ
た
と

い
う

の
に
、
田
子
倉
湖
ダ
ム
周
辺
は
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
春
が
や

っ
て
く
る
（）
萌
え
出
し

た
林
の
中
か
ら
は
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
鳥

の
囀
り
〓
雪
解
け
を
集
め
て
流
れ
く
だ
る
谷

川
の
音
は
水
量
を
増
し
て
一家
快
だ

．
周
り
の

山
々
か
ら
の
雪
解
け
水
を
ま
ん
ま
ん
と
蓄
え

た
湖
ｃ
水
面
に
横
た
わ
る
半
島
は
、
の
ん
び

り
春

の
口
を
浴
び
る
巨
竜

の
よ
う
だ

っ
た
。

新
緑
と
雪
解
け
の
水

気
だ
る
い
春

―-25-―
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応援してます !

●大曲出身の若手

アーテイストたち

と
し
て
人
気

の
結
香
さ
ん
が
、

６
月
１５
日
、
新
曲

「
ね
え
」
を

リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

結
香
さ
ん
の
５
枚
目
の
シ
ン
グ

ル
盤
。
故
郷
を
離
れ
て
頑
張
る

人
た
ち

へ
の

応
援
歌
で
あ

り
ま
た
故
郷

を
賛
美
す
る

歌
と
し
て
注

「
ね
え
」
は
大
仙
市
内
小
友

出
身
の
結
香
さ
ん
本
人
の
作
詞

に
よ
る
も
の
で
、
首
都
圏
で
暮

ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
道

で
頑

張

っ
て
い
る
人

へ
の
応
援
ソ
ン

グ
で
す
。
離
れ
て
み
て
初
め
て

わ
か
る
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
、
優
し
く
素
直
な
気
持
で

表
現
し
て
い
ま
す
。

発
売
以
来
好
評
の
売
れ
行
き

を
見
せ
て
い
る
こ
の
歌
は
、
大

仙
市
公
式
Ｐ
Ｒ
映
像
の
テ
ー
マ

曲
に
決
定
し
ま
し
た
。
「ね
え
」

の
Ｃ
Ｄ
は
、
１
、
２
９
６
円
。

「ね
え
」
の
Ｃ
Ｄ
カ
バ
ー
か
ら
結
香
さ
ん

故
郷
を
離
れ
て
頑
張
る
人
へ

大
仙
市
Ｐ
Ｒ
映
像
の
テ
ー
マ
由
に
も

Ｙ
ｕ
ｋ
ａ
　
神
過
ぎ
る
歌
姫
　
　
　
Ｈ
さ
れ
ま
す
。

大仙市内小友出身の結香さんね え
6月発売 通算5枚目をリリース

尺
八
家
元
の

父
親
と
民
謡
歌

手
の
千
葉
と
し

子
さ
ん
を
母
に

持

つ
津
軽
三
味
線
の
畠
山
光
洋

さ
ん
。
民
謡

一
家
だ
け
に
、
親

子
三
人
に
よ
る
家
族
ラ
イ
ブ
を

各
地

で
開
催
し
、

民
謡
フ
ア
ン
の
根

強
い
支
持
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。
今

年
特
に
光
洋
さ
ん

は
、

船

橋

市

や

八
千
代
市
な
ど
を

中
心
に
ラ
イ
ブ
活

動
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
先

に
は
八
千
代
市
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
地
元
団
体
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
出
演
す

る
な
ど
、

こ
れ
か
ら

の
民
謡

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
懸
命
に
精
進

し
て
い
ま
す
。

第 19回 秋田寄席

秋田県出身 三人落語会

大好評の家族ライブ
津軽三味線の畠山光洋さん

シーズンを前に鍛える

大
曲
出
身
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一天
ど
局
座

品
輻
継
艶
斜
小ホーに
瞬
¨

落
語
界
で
秋
田

県
出
身
は
少
数
派
。

そ
の
中
で
三
遊
亭

遊
里
、
三
遊
亭
た

ん
丈
、
柳
家
さ
ん

若
の
三
人
は
、
純

粋
の
秋
田
生
ま
れ
。

９
月
２０
日

（日
）
、

秋
田
県
民
会
館
小

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
第
１９
回
あ
き

た
寄
席
で
、
こ
の

２
、
０
０
０
円

（
当
日
売

２
、

５
０
０
円
）
、
遊
里
さ
ん
は
大

曲
出
身
。
現
在
、
主
な
出
演
高

座
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
め
い
ゆ
う

（神
田
連
雀
亭
）

▼
巣
鴨
獅
子
座

（巣
鴨
北
口

。

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
　
獅
子
座
）
▼

ュ
メ
シ
ョ
ク
寄
席

（末
広
町

・

カ
フ
エ
ト
リ
オ
ン
プ
）

◆

問

合

せ

寵

ｏ
占

Ｓ
Ｏ
上

圏

心
、

士
よ
　
力ヽ
　ヽ
れほ
　
”
　
一①
邸
∽
一〇
Ｄ
口
”
い
〇
『
一

ド
ｏ
ヨ
”
∞
”
〓
０
く
∽
Ｆ
ｏ
ｏ
・の
３
り

ライブ中の畠山光洋さん

―-26-―



□首都圏大曲会

会員のひろIざ

|｀

×

つ

く

ま́

　

卜
し

よ

つヽ

相

偽

慕

情

里
　̈
皮
　
羽
　
生

三
味
の
音

」ゝ
ぼ
れ
る
　
清
元
の

稽
古
の
看
板
　
風
に
揺
れ

過
去
　
藤
村
小
山
内
薫
等
の

常
連
の
宿
　
海
水
館

昔
日
偲
ぶ
　
小
夜
の
月

お
祭
り
囃
子
に
　
佃
島
燃
え
て

八
角
神
輿
の
　
晴
れ
姿

負
け
ず
嫌

い
が
　
耐
え
て
な
ほ

筋
を
通
し
た
　
玉
の
汗

佃
の
若
衆
　
い
さ
み
肌

大
川
端
か
ら
　
そ
そ
り
た

つ

住
吉
神
社
の
　
雄
雄
さ

お
上

へ
献
上
　
ひ
と
す
じ
に

命
を
賭
け
た
　
先
達
の

誇
り
も
高
き
　
漁
師
達

首
都
圏
大
曲
会
　
会
報

『ふ
る
さ
と
大
曲
』編
集
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

首
都
圏
大
曲
会
は
会
報

『
ふ
る
さ
と
大
曲
』

の
編
集
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で
す
．
記
事
取
材

や
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、
写
真
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に

興
味

・
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
ご
連
絡
は
左
記
ま
で
。
（担
当
　
大
釜
）

電
話
　
０
３

（３
３
４
１
）
６
３
３
９

『
”
ｘ
　
０
３

（６
２
７
３
）
０
０
８
１

９
メ
ー
ル

一
〓
ま
０
の
も
８
∽ご
８
Ｂ

黒皮羽生 (く ろかわばしよう)は首都Fbl大曲会の古参

幹事である佐藤重光さん。上京後佃島に居を構えて以

来今日まで約 70年間、この地で暮らす佃島住人です。

青

　

蛙

朱

　

華

雨
見

つ
め
小
さ
き
ま
ま
の
青
蛙

父
の
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
と
思
ふ
だ
け

路
地
裏
の
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
清
楚
な
り

ゴ
ザ
敷

い
て
梅
雨
の
晴
れ
間
の
ラ
ン
チ
会

一
輪
の
あ
じ
さ
い
の
花
気
高
く

若
葉

へ
と
季
節
は
移
り
来
り
け
り

い
い
句
だ
ね
友
と
喜
び
ビ
ー
ル
飲
み

＊
朱
華
は
首
都
圏
大
曲
会
副
会
長
大
友
律
子
さ
ん
の
俳
号

『ふるさと大曲』第 19号
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″
白

い
花
が
咲

い
て
た
、

ふ
る
さ
と
の
遠

い
夢

の
日
、

さ
よ
な
ら
と
言

っ
た
ら
～
″

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
は
甘
く

哀
し
く
、
そ
れ
は
い
つ
で
も

セ
ピ
ア
色
の
遠
い
存
在
だ

っ

た
。
▼
た
し
か
に
首
都
圏
は

遠
か

っ
た
。
大
曲
駅
か
ら

十
三
、
四
時
間
、
夜
行
列
車

に
揺
ら
れ
て
上
野
駅
ホ
ー
ム
に
降
り
立

ち
、
ほ

っ
と
し
た
思
い
を
持

つ
人
は
多

か

っ
た
ろ
う
が
、
逆
に
ふ
る
さ
と
は
遠

い
存
在
に
な

っ
た
。
そ
れ
が
新
幹
線
の

時
代
。
今
、
大
曲
、
上
野
間
は
３
時
間

ち
ょ
っ
と
で
結
ば
れ
、
日
帰
り
の
距
離

と
な

っ
た
。
こ
ま
ち
が
走
り
、
通
信
機

能
が
発
達
し
た
現
在
、
ふ
る
さ
と
は
遠

い
存
在
で
は
な
い
。
こ
う

い
う
時
代
に

生
き
る
私
た
ち
は
ふ
る
さ
と
会
を
ど
う

考
え
る
か
。
▼
ふ
と
気
づ
く
こ
と
が
あ

る
。
自
分
の
今
の
行
動
や
価
値
観
は
子

ど
も
の
と
き
か
ら
の
、
親
や
地
域
社
会

か
ら
得
た
躾
で
あ
り
、
風
俗
習
慣
で
あ

り
、
そ
し
て
そ
れ
が
ふ
る
さ
と
の
文
化

で
は
な
い
の
か
と
。
▼
毎
朝
テ
レ
ビ
で

天
気
予
報
を
見
る
。
ま
ず
東
京
の
天
気

は
？
。
そ
の
後
秋
田
は
ど
う
か
と
。
晴
れ

て
い
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
い
、
雨
や
雪

だ
と
気
が
曇
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
完
全
に
大

曲
だ
。

▼
結
局
ど
こ
に
生
き
る
に
し
て

も
ふ
る
さ
と
会
の
役
目
は
、
私
た
ち
の

先
人
が
引
き
継

い
で
来
た
大
曲
的
信

条
、
大
山
的
文
化
を
私
た
ち
が
し

っ
か

り
受
け
止
め
、
後
世
に
し

っ
か
り
引
き

継
ぐ
こ
と
で
は
な
い
の
か
と
。
そ
れ
が

現
実
で
あ
り
、
そ
こ
に
セ
ピ
ア
色
は
な

い
。

▼
私
た
ち
は
目
先
に
捉
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
大
曲
も
そ
の

一
地
域
で
あ
る

大
仙
市
に
、
常
に
強
い
関
心
を
持
ち
な

が
ら
、
衰
退
を
憂
い
発
展
を
喜
び
合
う

一
員
と
し
て
生
き
、
ふ
る
さ
と
と
共
に

活
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
（大
釜
）

編 集 後 記



「ふ
る
さ
と
大
曲
」
第
十
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平
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七
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〇

一
五
年
）
八
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一
日
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蝙
魃
鰊
蝙

魏
勒
陽

鰤
魃

秋田・十和■湖・八幡平日立公園

ここ乳頭温泉郷は、七湯の、素晴らしい良質の宿が

点在しています。中でも妙乃湯は、関西から見た東

の「金泉・銀泉」の二源泉を併せ持った誇れる宿で

す。また、こじんまりした秘湯の素朴さ、古きに新

しさのバランスを備えた趣のある宿として大変喜ば

れています。

秋田県仙北市田沢湖生保内字駒ケ岳 2-1
電話0187-46-2740
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